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序

　宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（日向～都農間）建設予定地に係る埋蔵文化財
の発掘調査を平成 20 年度から実施してまいりました。本書は、平成 20 ～ 22 年度に実
施した日向市東郷町に所在する向原中尾第１・２遺跡、向原中尾第４遺跡の発掘調査の成
果を記載しております。
　主な内容としては、向原中尾第１・２遺跡において縄文時代早期の集石遺構 17基、石
斧埋納遺構１基、弥生時代終末期の竪穴建物跡７軒が検出されています。竪穴建物跡７軒
のうち４軒から炭化材が出土しており、焼失建物であると考えられます。
　向原中尾第４遺跡において後期旧石器時代の姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）降灰以前の礫群１
基、ＡＴ降灰以降の礫群４基、鬼界アカホヤ火山灰（K－ Ah）降灰以降の陥し穴状遺構
７基が検出されています。特に旧東郷町域において初めてのＡＴ降灰以前の遺構及び遺物
を確認したことは、当地域の後期旧石器時代を考える上で重要な事例となりました。
　当遺跡群周辺で、本格的な発掘調査が行われたのは今回の調査が初めてであり、今後、
地域の歴史を復元する上で重要な成果を得ることができました。
　本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場等で広く活用され、埋蔵文
化財保護に対する理解の一助になれば幸いです。
　最後になりましたが、調査から報告書の刊行に至るまで御協力いただいた関係諸機関な
らびに地元の方々に対して、厚く御礼申し上げます。

平成 24年２月
宮崎県埋蔵文化財センター　　
　　所　長　　森　隆茂　　



例言

凡例

１　本書は、東九州自動車道（日向～都農間）建設に伴い、平成20～ 22年に宮崎県埋蔵文化財センターが実施した、日向市東 

　郷町に所在する向原中尾第１・２遺跡、向原中尾第４遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　発掘調査は、西日本高速道路株式会社九州支社の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり、宮崎県埋蔵文化財セン

　ターが実施した。

３　現地調査のうち、以下のものについては業務委託した。

　　　　基準点・グリッド杭等の設営　　　　　　向原中尾第１・２遺跡、第４遺跡………………( 株 ) アップス

　　　　空中写真撮影　　　　　　　　　　　　　向原中尾第１・２遺跡……………………………( 有 ) ふじた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向原中尾第４遺跡…………………………………( 有 ) スカイサーベイ九州

４　現地での遺構図作成・写真撮影については、各遺跡の調査担当者及び埋蔵文化財センター職員が行った。

５　整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。

６　遺物の実測・トレースについては整理作業員の補助を得て各担当者が行い、石器実測・トレースについては一部を除き業

　務委託した。遺物写真撮影は今塩屋毅行が行った。また、整理作業全般について今塩屋の、石器類の分類・石材同定につい

　ては松本茂の助言を得た。

７　向原中尾第２遺跡における自然科学分析のためのフローテーション作業ならびに種子などの選別作業は、埋蔵文化財セン

　ター職員及び整理作業員の補助を得て山本光俊が行った。その委託成果については、第２遺跡を谷口めぐみが、第４遺跡を

　橋本清美が編集して掲載した。

８　整理作業のうち、以下のものについては業務委託した。

　　　　石器実測・トレース　　向原中尾第１・２遺跡、第４遺跡…………………………………( 株 ) 大成エンジニアリング

　　　　自然科学分析　　　　　向原中尾第２遺跡（放射性炭素年代測定・種実樹種同定）……( 株 ) 古環境研究所

　　　　　　　　　　　　　　　向原中尾第４遺跡（テフラ分析） ………………………………… ( 株 ) パリノ・サーヴェイ

９　赤色顔料の蛍光Ｘ線分析については、平尾良光氏（別府大学）から多大な御援助を得ることができた。

10　本書の執筆・編集は、第Ⅰ章は山本、第Ⅲ章は橋本、第Ⅱ章は分担して行い、その文責名を各文末に示した。なお、複数

　の場合は五十音順に示した。

11　出土遺物および記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

12　本書で使用した周辺遺跡位置図は、国土地理院発行の1/25,000図(都農)をもとに作成した。また遺跡周辺地形図は、西日

　本高速道路株式会社九州支社延岡高速道路事務所提供の1/2,500図をもとに作成した。

１　本書に使用した主な略記号は次の通りである。

　ＳＡ＝竪穴建物跡　ＳＣ＝土坑・陥し穴状遺構　ＳＩ＝礫群・集石遺構　　Ｋ－Ａｈ＝鬼界アカホヤ火山灰　

　ＡＴ＝姶良Ｔｎ火山灰　　Ｇｒ.＝グリッド

２　本書で使用した標高は海抜高であり、方位は座標北（Ｇ.Ｎ.）を基本として一部の遺構実測図は磁北（Ｍ.Ｎ.）を用いた。

３　本書で使用する土層および土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局ならびに財団法人日本色彩研究所

　監修の『新版標準土色帖』に拠り記述した。

４　本文中「尾鈴山溶結凝灰岩」としたものは、「尾鈴山酸性岩類」の主体をなす溶結凝灰岩（ＷＴ１・ＷＴ２）を指す。遺

　跡で認められる「尾鈴山酸性岩類」には他に花崗閃緑斑岩・火山角礫岩などが含まれるが、遺物や遺構の一部として「尾鈴

　山酸性岩類」が利用される場合、厳密な岩石名の特定が困難なことも多い。このため、本文中「尾鈴山溶結凝灰岩」と記し

　た資料には溶結凝灰岩を主体としつつも、他の「尾鈴山酸性岩類」を含む可能性がある。

５　石器の節理面は一点鎖線で、敲打痕の認められる部分は破線の○で、いわゆるガジリは白抜きで表現した。

６　石器実測図への使用痕の表現は以下のようにした。また、図面上で明示出来ない範囲については矢印で範囲を示した。

　敲打痕＝コ　　磨痕＝ス　　磨滅＝マ　　潰れ＝ツ　　※実測図中の網掛けは砥面・強い磨滅面を表す。

７　遺構・遺物写真などの図版の縮尺については任意であり、統一していない。
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A-
A'
'・
B-
B'

　
1　
表
土
　
 　
　
基
本
層
序
Ⅰ
層

　
2　
黒
褐
色
土
　
（
10
YR
2/
3）
　
弱
い
粘
質
土
。
基
本
層
序
Ⅱ
層

　
3　
明
褐
色
土
　
（
7.
5Y
R5
/8
）
　
K-
Ah
が
Ⅱ
層
類
似
土
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
。
基
本
層
序
Ⅲ
層

　
4　
褐
色
土
　
　
（
10
YR
4/
6）
　
粘
質
土
。
基
本
層
序
Ⅳ
層

　
5　
黄
褐
色
土
　
（
10
YR
5/
6）
　
強
い
粘
質
土
。
基
本
層
序
Ⅴ
層

　
6　
褐
色
土
　
　
（
10
YR
4/
6）
　
や
や
強
い
粘
質
土
。
Ⅴ
～
Ⅶ
の
漸
移
層
。
基
本
層
序
Ⅵ
層

　
7　
明
黄
褐
色
土
（
10
YR
6/
8）
　
AT
。
基
本
層
序
Ⅶ
層

　
8　
褐
色
土
　
　
（
7.
5Y
R4
/4
）
　
強
い
粘
質
土
。
基
本
層
序
Ⅷ
層

　
9　
明
褐
色
土
　
（
7.
5Y
R5
/8
）
　
強
い
粘
質
土
。
1～
3ｃ
ｍ
の
風
化
礫
を
少
量
含
む
。
基
本
層
序
Ⅸ
層

C-
C'
　
1 
 　
造
成
土
   
 基
本
層
序
Ⅱ
層
(暗
褐
色
土
に
Ⅲ
～
Ⅴ
層
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
じ
る
)

　
2　
  黒
色
土
　
　
(1
0Y
R1
.7
/1
) 粘
性
・
し
ま
り
や
や
弱
い
。
基
本
層
序
Ⅲ
層

　
3　
  黒
褐
色
土
　
(1
0Y
R2
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
弱
い
。
Ⅲ
～
Ⅴ
の
漸
移
層
か
。
基
本
層
序
Ⅳ
層

　
4　
  褐
色
土
　
　
(1
0Y
R4
/4
) 　
弱
い
粘
質
～
砂
質
土
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
K-
Ah
に
Ⅵ
層
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
少
量
混
じ
る
。
基
本
層
序
Ⅴ
層

　
5　
  褐
色
土
　
　
(1
0Y
R4
/6
) 　
砂
質
土
。
し
ま
り
や
や
弱
い
。
K-
Ah
を
母
体
に
0.
1
～
1
ｃ
ｍ
の
礫
・
1
ｃ
ｍ
の
炭
化
物
粒
を
ご
く
少
量
含
む
。

　
6　
  暗
褐
色
土
　
(1
0Y
R3
/4
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
弱
い
。
K-
Ah
を
母
体
に
0.
1
～
0.
3
ｃ
ｍ
の
炭
化
物
粒
を
ご
く
少
量
含
む
。

　
7　
  暗
褐
色
土
　
(1
0Y
R3
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
強
い
。
Ⅳ
層
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
少
量
混
じ
る
。
Ⅴ
～
Ⅶ
の
漸
移
層
。
基
本
層
序
Ⅵ
層

　
8　
  黒
褐
色
土
　
(1
0Y
R2
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
強
い
。
暗
褐
色
土
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
少
量
混
じ
る
。
0.
1
～
3
ｃ
ｍ
の
礫
を
少
量
含
む
。
基
本
層
序
Ⅶ
層

　
9　
  暗
褐
色
土
　
(1
0Y
R3
/4
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
強
い
。
0.
1
～
1
ｃ
ｍ
の
礫
を
少
量
含
む
。
0.
1
～
0.
5
ｃ
ｍ
の
炭
化
物
粒
を
少
量
含
む
。

　
10
　
暗
褐
色
土
　
(1
0Y
R3
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
や
や
強
い
。
0.
1
～
1
ｃ
ｍ
の
礫
を
少
量
含
む
。
0.
1
～
1
ｃ
ｍ
の
炭
化
物
粒
を
ご
く
少
量
含
む
。

　
11
　
黒
褐
色
土
　
(1
0Y
R2
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
強
い
。
0.
1
～
3
ｃ
ｍ
の
礫
を
少
量
含
む
。
基
本
層
序
Ⅷ
層

　
12
　
黒
褐
色
土
　
(1
0Y
R2
/3
)　
 粘
性
・
し
ま
り
強
い
。
0.
1
～
10
ｃ
ｍ
の
礫
を
少
量
含
む
。
基
本
層
序
Ⅸ
層

　
13
　
褐
色
土
　
　
(1
0Y
R4
/6
)　
 粘
性
強
い
、
し
ま
り
や
や
強
い
。
0.
1
～
3
ｃ
ｍ
の
礫
を
や
や
多
く
含
む
。
基
本
層
序
Ⅹ
層

　
14
　
黄
褐
色
土
　
(1
0Y
R5
/8
)　
 粘
性
・
し
ま
り
強
い
。
0.
1
～
10
ｃ
ｍ
の
礫
を
不
均
一
に
や
や
多
く
含
む
。
基
本
層
序
Ⅺ
層
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１　遺物の分布状況
向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

第３節　後期旧石器時代の遺物

２　遺物（第８・９図、第１表、図版７）

ナイフ形石器（第８図１・２）

第７図　向原中尾第２遺跡後期旧石器時代礫・遺物分布図 

向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

※等高線はⅢ層上面での地形を示す

●ナイフ形石器
▲石刃
■剥片
○石核
△スクレイパー
□ストーンリタッチャー

■礫の分布範囲

Ｂ

８

６

９
４

３

２

Ｃ

Ｄ

Ｅ

10

11

12

14

18

19

10

16

５

11

17
７

156.5 ｍ

157.0 ｍ157.5 ｍ158.0 ｍ

158.5 ｍ

Ｂー
２区

Ｂー
１区

Ｂ区 G.N.

10 ｍ

１/300

０
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石刃（第８図３～９）

剥片（第８・９図 10・11）

石核（第９図 12～ 15）

スクレイパー（第９図 16～ 18）

ストーンリタッチャー（第９図 19）

第８図　後期旧石器時代出土遺物実測図（１） 

１
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

２

５

８ ９
10

６

７

３
４

5㎝

Ｓ＝ 1/2

０
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第１表　後期旧石器時代石器計測表 

第９図　後期旧石器時代出土遺物実測図（２）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第１Ｂー1区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）（第２Ｂ区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー２区）
１1

１4

１6

１5

１7

１9１8

１2
１3

5㎝

10㎝
Ｓ＝1/2（12・16～19）

Ｓ＝1/3（11・13～15）

０

０
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１　縄文時代早期の遺構と遺物
（１）遺構・遺物の分布
向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

第４節　縄文時代の遺構と遺物

第10図　向原中尾第２遺跡縄文時代早期遺構分布図

向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

※等高線はⅢ層上面での地形を示す

○集石遺構（Ａ類）
◎集石遺構（Ｂ類）
△集石遺構（ＣＩ類）
▲集石遺構（ＣⅡ類）
★石斧埋納遺構

■散礫分布範囲

Ｂ

ＳＩ８

ＳＩ 17
ＳＩ 11

ＳＩ 15

ＳＩ 16

10

11

12

13

14

156.5 ｍ

157.0 ｍ

158.5 ｍ

155.5 ｍ

156.0 ｍ

156.5 ｍ

157.0 ｍ

157.5 ｍ
158.0 ｍ

ＳＩ７

ＳＩ３

ＳＩ２

ＳＩ 12
ＳＩ 10 ＳＩ 14

ＳＩ 13

ＳＩ１

ＳＩ５
ＳＩ６

ＳＩ４

ＳＩ９

Ｃ

Ｄ

Ｅ

G.N.

10 ｍ

１/300

０

Ｂー
２区

Ｂー
１区

Ｂ区
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第11図　向原中尾第１遺跡Ｂ－２区縄文時代早期遺構分布図

（２）集石遺構（第２表、図版２・３）

Ａ類
Ｂ類
Ｃ類
Ｃ 類
Ｃ 類

Ａ類（第12図）

Ｂ類（第12・13図）

向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

Ｆ

Ａ

Ｐ１

Ｂ

134.8 ｍ

13
6.0
ｍ

13
5.0
ｍ

13
4.0
ｍ

13
3.0
ｍ

13
2.0
ｍ

13
1.0
ｍ

13
0.0
ｍ

12
9.
0
ｍ

１ ２

３

Ａ

Ｂ

Ｐ１

Ｇ

Ｈ

３

４

５

６

Ｉ

G.N.

Ｂー
２区

１ｍ
10ｍ

１/40
１/300

０
０

1　黒褐色土 (10YR3/3)　 褐色(10YR4/6)シルト・K-Ahが　　　
　　　　　　　　　　　　ブロック状に混じる。Ⅲ層と同一。
2　褐色土 　(7.5YR4/4)　粘性・しまり弱い。
3　暗褐色土 (7.5YR3/3)　粘性やや強い。しまり弱い。
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ＣⅠ類（第14図）

ＣⅡ類（第12・14図）

第 12 図　向原中尾第２遺跡縄文時代早期集石遺構実測図（１）

１

２

Ｍ.N
.

Ｍ .N.

Ｍ .N.

Ｍ
.N.

１ｍ

１/30

０

1　褐色土　(10YR4/6)　粘性・しまり有り。
2　暗褐色　(10YR3/4)　粘性・しまり有り。0.1～0.3cmの炭化物を少量含む。

ＳＩ８

ＳＩ５

ＳＩ６

ＳＩ４

ＳＩ 13 ＳＩ 15

158.2 ｍ 157.5 ｍ

158.0 ｍ

15
8.
0
ｍ

158.4 ｍ
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第 13図　向原中尾第２遺跡縄文時代早期集石遺構実測図（２）

１

１

１

１

１

１

１

２

Ⅴ Ⅴ

Ⅵ

１

２

１

１
２

Ｍ .N.

Ｍ
.N.

Ｍ .N.

Ｍ
.N
.

Ｍ .N.

Ｍ .N.

Ｍ
.N.

１ｍ

１/30

０

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまり有り。0.1～0.5cmの炭化物をごく少量含む。

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまり有。K-Ah・炭化物を少量含む。

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまり有り。

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまりやや弱い。0.1～0.3cmの炭化物を少量含む。

1　暗褐色　(10YR3/4)　粘性・しまり弱い。
2　暗褐色　(10YR3/3)　粘性・しまり弱い。

1　褐色土　(10YR4/4)

1　褐色土　(10YR4/6)　粘性・しまり有り。
2　暗褐色　(10YR3/4)　粘性・しまり有り。0.1～0.3cmの炭化物を少量含む。

ＳＩ２ＳＩ１

ＳＩ９

ＳＩ７

ＳＩ 12

ＳＩ 17

ＳＩ 10

152.0 ｍ

158.4 ｍ

158.2 ｍ

158.4 ｍ

157.7 ｍ

15
7.
7
ｍ

158.3 ｍ
15
2.
0
ｍ

15
8.
3
ｍ

158.3 ｍ
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第 14図　向原中尾第２遺跡縄文時代早期集石遺構実測図（３）

１

１

２
３４

１

１

１

Ｍ .N. Ｍ .N
.

Ｍ
.N.

Ｍ .N.

１ｍ

１/30

０

1　にぶい黄褐色 (10YR5/4)　粘性・しまり強い。炭化物を少量含む。

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまり有り。

1　褐色土 　(10YR4/6)　
2　黒褐色土 (10YR3/2)　炭化物をやや多く含む。
3　褐色土　 (10YR4/4)　炭化物をやや多く含む。
4　黒褐色土 (10YR2/2)　炭化物を非常に多く含む。

1　褐色土　(10YR4/4)　粘性・しまり有り。
　　　0.1～0.5cmの炭化物をごく少量含む。

ＳＩ 16 ＳＩ３

ＳＩ 11

ＳＩ 14

ＳＩ 16　配石

ＳＩ３　配石

ＳＩ 11　配石

ＳＩ 14　配石

158.3 ｍ

157.7 ｍ

158.4 ｍ

157.5 ｍ

157.2 ｍ

15
8.
3
ｍ
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第２表　縄文時代早期遺構一覧表

第 15図　向原中尾第２遺跡石斧埋納遺構及び出土遺物実測図

（３）石斧埋納遺構（第15図、第２表、図版３）

遺物（第15図20・21、第４表、巻頭図版４）

2120

20

21１

１

１

50㎝ 10㎝

１/20 Ｓ＝１/３

０ ０

1　褐色土　(10YR4/4)　 炭化物を含む。K-Ahをまんべ　
　　　　　　　　　　　　んなく、ごく少量含む。
　　　　　　　　　　　　Ⅳ層と土色土質は同一。

158.3 ｍ

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

Ｍ
.N.



‐19‐

向
原
中
尾
第
１
・
２
遺
跡

（４）遺物

土器（第16図22～47、第３表、巻頭図版４）

石器（第４・５表）

石鏃（第17図48～61、巻頭図版４）

石槍（第17図62・63、巻頭図版４）

石斧（第17図64～68、図版７）

礫器（第17・18図69～73、図版７）

石錘（第18図74、図版７）
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スクレイパー（第18図75～77）

石核（第18図78～84）

剥片（第18図85・86）

粗製剥片石器（第19・20図87～114、図版８）

Ⅰ類（第19図87～96）

Ⅱ類（第19図97～104）　

Ⅲ類（第20図105～110）

Ⅳ類 第21図111～114）

敲石（第21図115～118、図版８）

磨石（第21図119、図版８）

凹石（第21図120、図版８）

２　縄文時代後・晩期の遺物（第22図121～129、第６
表、図版８）

土器
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第 16図　縄文時代早期出土遺物実測図（１）

22

26

30

33

36

39

43

44

46

47

45

40 41 42

37
38

34

35

31
32

27 28 29

23 24 25

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区）

10㎝

Ｓ＝１/３

０
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第 17図　縄文時代早期出土遺物実測図（２）

48

53

58

64

67

70

71

68
69

65 66

59

62

63

60 61

54 55 56 57

49 50 51 52
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第１Ｂ－１区）

（第２Ｂ区）
（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区）

（第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第２Ｂ区） （第1Ｂー1区）

（第1Ｂー1区）

（第1Ｂー２区）

５㎝

10㎝

５㎝
Ｓ＝２/３（48～ 61）

Ｓ＝１/３（64～ 71）

Ｓ＝１/２（62・63）

０

０
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第 18図　縄文時代早期出土遺物実測図（３）
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第 19図　縄文時代早期出土遺物実測図（４）
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第 20図　縄文時代早期出土遺物実測図（５）
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第 22図　縄文時代後・晩期出土遺物実測図

第 21図　縄文時代早期出土遺物実測図（６）

115

118

121

124

126

128
129

127

125

122
123

119

120

116

117

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）
（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）
（第１Ｂー１区）

（第１Ｂー１区）

（第２Ｂ区）

（第２Ｂ区）

10㎝

10㎝

０

０

Ｓ＝１/３

Ｓ＝１/３

ス

ス ス

コ

コ

コ

コ

コ

ス

コ

コ

ス
ス

ス

ス

ス

コ

コ

ス

ス

ス



‐27‐

向
原
中
尾
第
１
・
２
遺
跡

第４表　縄文時代早期石器計測表（１）

第３表　縄文時代早期土器観察表
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第６表　縄文時代後・晩期土器観察表

第５表　縄文時代早期石器計測表（２）
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第 23図　向原中尾第２遺跡弥生時代遺構分布図

１　遺構と遺物の分布
向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

第５節　弥生時代以降の遺構と遺物

向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡
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２　竪穴建物跡と出土遺物（第７～11表）
ＳＡ１・７（第24図、図版４）

ＳＡ１

【ＳＡ１出土遺物】（第33図130～133、図版９）
甕（130）

壺（131）

高坏（132）

石器（133）

ＳＡ７
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【ＳＡ７出土遺物】（第39図201～204、図版９）

甕（201）

壺（202）

石器（203・204）

ＳＡ２（第25図、図版４）

【ＳＡ２出土遺物】（第34図134～139、図版９）

甕（134～139）

ＳＡ３（第26・27図、図版５）
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【ＳＡ３出土遺物】（第35図140～154、図版９）

甕（140 ～ 151）

壺（152）

鉢（153）

石器（154）

ＳＡ４（第 28図、図版６）
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【ＳＡ４出土遺物】（第36・37図155～191、図版
９・10）

甕（155 ～ 172）

壺（173 ～ 183）
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鉢（184 ～ 186）

高坏（187）

不明土器片（188、巻頭図版４）

石器（189・190）

鉄器（191）

ＳＡ５（第 31図、図版６）
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【ＳＡ５出土遺物】（第38図192～199、図版10・
11）

甕（第58図192～199）

ＳＡ６（第32図、図版６）

【ＳＡ６出土遺物】（第38図200）

甕（第38図200）

３　包含層出土の遺物（第40図、第12・13表）

弥生時代
甕（第40図205～213、図版11）
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壺（第40図214～218）

鉢（第40図219・220）

高坏（第40図221～223）

石器（第40図225・226、図版11）

古代
甕（第40図224）
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第 25図　向原中尾第２遺跡ＳＡ２実測図

第 24図　向原中尾第２遺跡ＳＡ１・７実測図
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SA7 
1　黒褐色土 　(10YR2/2)　粘性・しまりやや弱い。粒は細かく砂質に近い。
2　黒褐色土 　(10YR2/3)　粘性・しまりやや弱い。K-Ah、炭化物を少量含む。
3　暗褐色土 　(10YR3/3)　粘性・しまり強い。K-Ahブロック・炭化物を少量含む。
4　灰黄褐色土 (10YR4/2)　粘性・しまりやや弱い。K-Ahブロック・炭化物を含む。
5　暗褐色土 　(10YR3/4)　粘性・しまり有り。K-Ah・炭化物を含む。
6　暗褐色土　 (10YR3/4)　粘性・しまり強い。K-Ahブロックを含む。炭化物を多く含む(SA7貼床 )。
7　明黄褐色土 (10YR6/6)　粘性・しまりかなり強い。K-Ahブロック・礫が混じる(貼床下の整地土 )。
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第 27図　向原中尾第２遺跡ＳＡ３炭化材検出状況図

第 26図　向原中尾第２遺跡ＳＡ３実測図
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1　黒褐色土 (10YR2/2)　粘性・しまりやや弱い。K-Ah・焼土・炭化物を少量含む。土器片を含む。
2　黒褐色土 (10YR2/3)　粘性・しまり有り。Ⅳ層を多く含む。K-Ahを少量含む。
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第 28図　向原中尾第２遺跡ＳＡ４実測図
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カクラン

SA4 
1　黒褐色土 (10YR2/3)　粘性・しまり弱い。
2　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性やや弱い、しまり弱い。0.1～ 0.5cmのK-Ahを含む。
3　黒褐色土 (10YR2/3)　粘性・しまりやや強い。0.1～１cmの黒色ブロックをやや多く含む。
4　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性・しまりやや弱い。0.1～ 0.5cmのK-Ahを含む。
5　暗褐色土 (10YR3/3)　粘性弱い、しまりやや強い。0.1～ 0.5cmのK-Ah・褐色・黒色ブロックを含む。
6　褐色土　 (10YR4/4)　粘性・しまり強い。２～６cmのK-Ahブロックを含む(貼床 )。

SA4　土坑 
1　黒褐色土 (10YR2/2)　粘性・しまりやや弱い。
2　暗褐色土 (10YR2/3)　粘性・しまりやや強い。K-Ahブロック・黒色ブロックを少量含む。
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（第 29図）
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第29図　向原中尾第２遺跡ＳＡ４甕（172）
　　　　出土状況図

第31図　向原中尾第２遺跡ＳＡ５実測図

第30図　向原中尾第２遺跡ＳＡ４壺（174）
　　　　出土状況図

第32図　向原中尾第２遺跡ＳＡ６実測図

SA5 
1　暗褐色土 (10YR3/4)　粘性・しまり弱い。0.2cmのK-Ah・炭化物を少量含む。
2　黒褐色土 (10YR2/3)　粘性やや弱い、しまり有り。１cmの炭化物・K-Ah粒を含む。
3　黒褐色土 (10YR2/2)　粘性やや強い、しまり有り。炭化物・K-Ahを含む。
                     にぶい黄褐色土 (10YR5/4)が多く混じる。
4　にぶい黄褐色土 (10YR4/3)　粘性・しまり強い。0.2～１cmのK-Ah・炭化物を含む。
　　　　　　　　　　　　　　暗褐色土 (10YR3/4)がやや多く混じる(貼床 )。

SA6 
1　暗褐色土 (10YR3/4)　弱粘質土。しまりやや弱い。K-Ahを少量含む。
2　褐色土   (10YR4/5)　粘質土。しまり有り。
3　黄褐色土 (10YR5/6)　強粘質土。しまり有り。Ⅳ層を母体とする。
4　暗褐色土 (10YR3/4)　弱粘質土。しまり弱い。

１

４ 

３ 

２ 

３４

３

３

１

１
２

４
３

２

４

２

ａ`

ａ`

ａ`

ａ`

ａ

ａ

ａ

ａ

Ａ ‘

Ａ ‘

Ｂ ‘

Ｂ ‘

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ｂ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ
‘

ｂ
‘

ｂ
‘

ｂ
‘

158.8 ｍ

15
8.
8
ｍ

15
7.
8
ｍ

157.8 ｍ

157.6 ｍ

157.6 ｍ

カクラン

カ
ク
ラ
ン

20㎝

２ｍ

１/８

１/50

０

０

M.N.

M.N.

M.N
.

M
.N
.

ＳＩ 15

198

197
192

193

196

ＳＡ５

ＳＡ６



‐41‐

向
原
中
尾
第
１
・
２
遺
跡

第35図　ＳＡ３出土遺物実測図図

第34図　ＳＡ２出土遺物実測図

第33図　ＳＡ１出土遺物実測図
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第36図　ＳＡ４出土遺物実測図（１）
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第 38図　ＳＡ５・６出土遺物実測図

第 37図　ＳＡ４出土遺物実測図（２）
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第７表　弥生時代遺構一覧表

第 40図　包含層出土遺物実測図

第 39図　ＳＡ７出土遺物実測図
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第８表　弥生時代土器観察表（１）
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第９表　弥生時代土器観察表（２）
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第13表　包含層石器計測表

第10表　弥生時代石器計測表

第11表　弥生時代鉄器計測表

第12表　包含層土器観察表
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Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

100CalBCCalBC/CalAD 100CalAD 200CalAD 300CalAD 400CalAD 500CalAD
No.1(SA1)Calibrated date

 1600BP

 1700BP

 1800BP

 1900BP

 2000BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18841 : 1856±20BP
  68.2% probability
    125AD (68.2%) 215AD
  95.4% probability
    80AD (95.4%) 230AD

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

100CalBCCalBC/CalAD 100CalAD 200CalAD 300CalAD 400CalAD
No.2(SA2)Calibrated date

 1600BP

 1700BP

 1800BP

 1900BP

 2000BP

 2100BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18842 : 1867±21BP
  68.2% probability
    80AD (57.4%) 180AD
    190AD (10.8%) 210AD
  95.4% probability
    70AD (95.4%) 220AD

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

100CalBCCalBC/CalAD 100CalAD 200CalAD 300CalAD 400CalAD
No.3(SA3)Calibrated date

 1600BP

 1700BP

 1800BP

 1900BP

 2000BP

 2100BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18843 : 1866±22BP
  68.2% probability
    80AD (55.9%) 180AD
    190AD (12.3%) 210AD
  95.4% probability
    80AD (95.4%) 220AD

向
原
中
尾
第
１
・
２
遺
跡

１　放射性炭素年代測定
（１）試料

第６節　自然科学分析の結果

（２）方法
第 14表　放射性炭素年代測定試料一覧

第 41図　暦年代較正曲線図（１）

（３）測定結果
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Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

100CalBCCalBC/CalAD 100CalAD 200CalAD 300CalAD 400CalAD
No.4(SA3)Calibrated date

 1600BP

 1700BP

 1800BP

 1900BP

 2000BP

 2100BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18844 : 1877±20BP
  68.2% probability
    70AD (68.2%) 140AD
  95.4% probability
    70AD (95.4%) 220AD

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

100CalBCCalBC/CalAD 100CalAD 200CalAD 300CalAD 400CalAD
No.5(SA7)Calibrated date

 1600BP

 1700BP

 1800BP

 1900BP

 2000BP

 2100BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18845 : 1876±20BP
  68.2% probability
    70AD (66.1%) 140AD
    190AD ( 2.1%) 210AD
  95.4% probability
    70AD (95.4%) 220AD

Atmospheric data from Reimer et al (2009);OxCal v3.10 Bronk Ramsey (2005); cub r:5 sd:12 prob usp[chron]

7600CalBC 7400CalBC 7200CalBC 7000CalBC
No.6(SI14)Calibrated date

 8000BP

 8100BP

 8200BP

 8300BP

 8400BP

 8500BP

 8600BP

 8700BP

Radiocarbon determ
ination

PED-18846 : 8327±31BP
  68.2% probability
    7470BC (68.2%) 7350BC
  95.4% probability
    7500BC (95.4%) 7310BC

分析番号 遺構番号 出土位置 結果（学名／和名）

43 SA1 C1 Diospyros カキノキ属

44 SA2 C2 Symplocos  ハイノキ属

45 SA2 C3 Symplocos  ハイノキ属

46 SA3 C3 Castanopsis cuspidata Schottky ツブラジイ

47 SA3 C5 Meliosma  アワブキ属

48 SA3 C6 Meliosma  アワブキ属

49 SA3 C7 Meliosma  アワブキ属

50 SA3 C8 Meliosma  アワブキ属

51 SA3 C9 Meliosma  アワブキ属

52 SA7 C2 Castanopsis cuspidata Schottky ツブラジイ

向
原
中
尾
第
１
・
２
遺
跡

第 42図　暦年代較正曲線図（２）

第 15表　放射性炭素年代測定結果 第 16表　炭化材同定結果

（４）所見

２　樹種同定
（１）試料

（２）方法

（３）結果
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ツブラジイ
ブナ科

アワブキ属 アワブキ科

カキノキ属 カキノキ科

ハイノキ属 ハイノキ科

（４）所見

第 43図　向原中尾第２遺跡出土の炭化材
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３　種実同定
（１）試料

（２）方法

（３）測定結果

コナラ属 ブナ科

カラスザンショウ
ミカン科

サンショウ属 ミカン科

ブドウ属 ブドウ科

イネ イネ科

アワ イネ科

カヤツリグサ科

キンバイザサ
キンバイザサ科

その他

（４）所見
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第 18表　イネの粒形と大きさ

第 19表　蛍光Ｘ線の分析測定条件

第 17表　イネ炭化果実計測値

第 44図　向原中尾第２遺跡出土の炭化種子
４　蛍光Ｘ線分析
（１）分析試料

（２）分析方法
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第 45図　No.1 スペクトル図

第 46図　No.2 スペクトル図

第 47図　No.3 スペクトル図
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第 20表　定量分析結果

（３）結果

（４）所見
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参考文献
１　放射性炭素年代測定

２　樹種同定

３　種実同定

４　蛍光Ｘ線分析

第 21表　赤色顔料および赤色顔料付着土器の分析結果集成
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第７節　総括

１　後期旧石器時代
ＡＴ上位の石器群

石器石材の特徴

遺跡の様相
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２　縄文時代早期
（１）向原中尾第２遺跡における様相
遺構の分布

集石遺構

石斧埋納遺構

遺構の時期

出土土器

石器と遺跡の性格

（２）向原中尾第１･２遺跡における石器石材
石器石材
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粗製剥片石器

３　弥生時代の遺構と遺物
（１）向原中尾第２遺跡における様相
竪穴建物跡

出土土器

出土石器

竪穴建物の時期
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（２）自然科学分析の結果について
AMS年代

建築部材の樹種

種実同定

４　宮崎県域出土の石庖丁について
（１）宮崎県域における石庖丁概観

（２）石庖丁の分布
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（３）石庖丁の形態と石材について

５　向原中尾第１・２遺跡の歴史的評価

参考文献
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第Ⅲ章　向原中尾第４遺跡
第１節　第１次調査、第２次調査の概要 第２節　第３次調査の概要
１　第１次調査

２　第２次調査

１　第３次調査の経過
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２　整理作業の経過

２　基本層序

基本層序

１　調査の方法

第３節　調査の記録
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第 1図　向原中尾第４遺跡基本土層図

第２次調査第３次調査

整理作業風景１（トレース作業）

整理作業風景２（版下作成作業）

教育普及活動１（発掘体験）

教育普及活動２（陥し穴状遺構説明風景）
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第 2図　調査区と周辺地形図及びトレンチ配置図

第 3図　向原中尾第４遺跡グリッド配置図及び掘削範囲図
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第
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図
　
向
原
中
尾
第
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遺
跡
土
層
断
面
図
（
１
）

T
３
７
　
西
側
壁
面
土
層
断
面
注
記
A-
A`

1
黒
褐
色
砂
質
土
7.
5Y
R3
/2
)
粘
質
と
し
ま
り
は
普
通
。
白
色
粒
子
を
密
に
含
み
、
南
に
行

く
に
従
っ
て
AT
が
斑
に
含
ま
れ
る
。
Ⅴ
層
相
当
層

2
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
2/
3)

粘
質
と
し
ま
り
は
や
や
弱
い
。
白
色
粒
子
を
密
に
含
み
AT

が
斑
に
入
る
。

3
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
2/
2)

粘
質
と
し
ま
り
は
や
や
強
い
。
白
色
粒
子
を
密
に
含
み
、
上

の
方
は
や
や
橙
色
が
か
っ
て
い
る
。

4
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
3/
1)

粘
質
は
弱
く
、
し
ま
り
は
や
や
弱
い
。
白
色
粒
子
、
2
～
5

㎝
の
礫
が
所
々
入
る
。

5
赤
黒
色
土
(2
.5
YR
2/
1)

粘
質
は
弱
く
、
し
ま
り
は
普
通
。
白
色
の
小
石
を
含
む
。

6
暗
赤
灰
色
土
(2
.5
YR
3/
1)

粘
質
と
し
ま
り
は
普
通
。
1
～
3m
m
の
白
色
粒
子
を
密
に

含
む
。

T
３
８
　
北
側
壁
面
土
層
断
面
注
記
B-
B`

1
黒
色
土
(7
.5
YR
2/
1)

粘
質
は
普
通
、
し
ま
り
は
弱
い
。
1㎝
程
の
橙
色
の
パ
ミ
ス

が
少
量
含
ま
れ
る
。
表
土

2
黒
褐
色
土
(1
0Y
R2
/2
)

粘
質
は
弱
く
、
し
ま
り
は
強
い
。
1
～
3㎝
の
K
－
Ah
の

粒
が
全
体
的
に
含
ま
れ
る
。
Ⅲ
層
相
当
層
。

3
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
2/
2)

粘
質
は
や
や
弱
く
、し
ま
り
は
や
や
強
い
。
1
～
2m
m
の
赤・

白
の
小
石
が
所
々
入
り
、
大
き
な
礫
が
入
る
場
所
が
一
部
あ

る
。

4
に
ぶ
い
褐
色
土
(1
0Y
R4
/3
)
粘
質
は
普
通
、し
ま
り
は
や
や
強
い
。白
色
粒
子
を
多
く
含
み
、

小
石
も
含
ま
れ
る
。
AT
(Ⅴ
層
)相
当
層

２
区
南
北
ベ
ル
ト
西
側
土
層
断
面
注
記
D
-D
`

1
黒
色
土
(7
.5
YR
*1
.7
/1
)

粘
質
は
や
や
弱
く
、
し
ま
り
は
強
い
。
1
～
3㎝
程
の
K
－

Ah
の
粒
が
下
部
に
ま
ば
ら
に
含
ま
れ
る
。
造
成
土

2
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
3/
1)

粘
質
は
弱
く
、
し
ま
り
は
強
い
。
白
色
・
橙
色
粒
子
、
3
～

6m
m
程
の
小
石
が
所
々
含
ま
れ
る
。
Ⅳ
層
の
漸
移
層

3
褐
色
土
(1
0Y
R4
/4
)

粘
質
は
普
通
、し
ま
り
は
弱
い
。
AT
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
入
る
、

1
～
3㎝
程
の
小
石
が
含
ま
れ
る
。
Ⅵ
層
の
漸
移
層
。

1
区
東
側
土
層
断
面
注
記
E-
E`

1
黒
褐
色
土
(7
.5
YR
3/
1)

粘
質
は
普
通
、
し
ま
り
は
や
や
強
い
。
層
上
部
は
黒
色
土
が

混
ざ
り
、
層
中
、
層
下
部
は
黒
褐
色
土
が
全
体
的
に
混
ざ
る
。

Ⅲ
層
か
ら
Ⅳ
層
へ
の
漸
移
層

Ｅ
`

Ｄ
`

ＤＢA

→

Ａ
‘
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‘
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Ⅶ
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b
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Ⅳ
a
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a
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a
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a
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Ⅴ
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Ⅶ
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00
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ｍ
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ｍ
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0
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0
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Ｔ
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面

２
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南
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カ
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ン

Ｔ
37

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

自
然
科
学
分
析
試
料
採
取
箇
所

自
然
科
学
分
析
試
料
採
取
箇
所
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及
び
試
料
番
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及
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土
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）
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区
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ル
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側
土
層
断
面
注
記
F-
F`
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-G
` H
-H
`

1
黒
褐
色
土
　
　
　

　
(7
.5
YR
3/
1)

粘
質
は
普
通
、し
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石材名 小分類 略称 石器石材の特徴

流紋岩 白色に風化し、流離構造が観察されるものもある。風化にはツヤがある
もの、粉を吹くもの等バリエーションがみられる。新鮮面は黒色緻密。

ホルンフェルス

Hol 黒色でツヤがあるものと灰白色斑がまざるものとがある。礫面は滑らか
である。風化面が黄色で、粉を吹いたかのような状態になっているもの。
風化面が灰色あるいは白色であり、粉を吹いたかのような状態になって
いるもの。

凝灰岩 Tu 表面はざらついていて黄褐色を呈し、１mm～5mm大の粒を含む。
安山岩 An 手触りがザラザラとする。青灰色に風化するガラス質の安山岩。
頁岩 SH 黒灰色を中心とし、薄い層状に剥離する。
チャート Ch 青、白、赤等カラーバリエーションが多い。無光沢のものも存在する。
水晶 無色透明で光沢がある。石英の中でも特に透明度が高いもの。

砂岩 Sn 黄褐色から黄土色を呈し、肉眼で砂粒が確認できるもの。青灰色を呈
する。礫面は滑らかで重量がある。

尾鈴山溶結凝灰岩 － Os 新鮮面は灰白色を呈し、白色に風化する。

黒曜石

Ⅰ類 Ob① 乳白色を呈し、１mm以下の赤い粒子が認められるもの。（姫島産）

Ⅱ類 Ob② 透過性が高く、飴色を呈する。わずかに白色の不純物や気泡を含むも
のもある。（人吉桑ノ木津留産）

Ⅲ類 Ob③ 黒色で透過性が低いもの、黄白色の不純物を多く含む。薄い剥片状の
ものは透過性を持つ。（大口日東産）

Ⅳ類 Ob④ 透過性が高く、僅かに茶色を帯びた黒色を呈する。１ｍｍ以下の黄白
色の不純物を疎らに含む。（三船産）

Ⅴ類 Ob⑤ 青みがかる黒褐色を呈す。剥離面は磨りガラス状で透過性が低い。礫
面はクレーター状の細かな凹凸をもつ。（ＯＸ）

礫群名 出土
位置

礫範囲
( ｍ ) 石材 赤化

状況
黒色
付着物

礫の
密度

総重量
(㎏ )

総個数
( 個 )

接合
状況

SI ４ 1区
Ⅴ層下

１.02
× 1.36

尾鈴山
溶結凝
灰岩

部分的
に赤化
した礫
が多い

多数の
礫に黒
色付着
物有り

普通 21.9 26 ３点接
合

姫島 56%
三船 6%

桑ノ木津留 
16%

日東 9%

ＯＸ（尾立 ２）
13%

向
原
中
尾
第
４
遺
跡

第４節　後期旧石器時代の調査 第５節　後期旧石器時代Ⅰ期の遺構と遺物
１　時期の設定

２　遺構に対する基本的な考え方
礫群

３　石材の分類基準（第２表）

１　調査方法（第３図）

２　遺構
礫群（第６・７図 )
ＳＩ４

第 2表　石器石材分類表

第１表　黒曜石産地別出土状況

第６図　後期旧石器時代Ⅰ期礫群実測図

第３表　後期旧石器時代Ⅰ期礫群観察表

153.500 ｍ

M.N.153.500
ｍ

ＳⅠ４
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向
原
中
尾
第
４
遺
跡

３　遺物出土分布状況（第８～10図）

４　出土遺物（第11・12図）

ナイフ形石器（第11図１・２)

スクレイパー（第11図３・４）

石刃（第11図５～７)

微細剥離剥片（第11図８)

石核（第 11 図９～ 12）

接合資料（第12図13・14)

剥片（第12図15～20）

敲石（第12図21～25）
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第 7図　後期旧石器時代Ⅰ期遺構分布図及び調査区図

第 8図　後期旧石器時代Ⅰ期石材分布図 (1) 
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第 9図　後期旧石器時代Ⅰ期石材分布図 (2) 
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第 10図　後期旧石器時代Ⅰ期石材分布図 (3) 

第 11図　後期旧石器時代Ⅰ期石器実測図（１）
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第 12図　後期旧石器時代Ⅰ期石器実測図（２）
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第13図　後期旧石器時代Ⅱ期遺構分布図

第６節　後期旧石器時代Ⅱ期の遺構と遺物

１　遺構（第13・14・15図）

礫群（第13・14図）

ＳＩ１

ＳＩ２

ＳＩ３

ＳＩ５

土坑（第13・15図）

ＳＣ８

ＳＣ10

２　遺物出土分布状況（第16図）

Ⅳ層上コンタライン

AT直上コンタライン
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第15図　後期旧石器時代Ⅱ期土坑実測図

第 14図　後期旧石器時代Ⅱ期礫群実測図
第４表　後期旧石器時代Ⅱ期礫群観察表
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SC ８断面注記
1 黒褐色土 (7.5YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや弱い。白色粒子が所々入る。
2 褐灰色土 (7.5YR4/1) 粘質は普通、しまりは普通。白色粒子、1～2mm程の小石が入る。
3 褐色土 (7.5YR4/6) 粘質としまりはやや強い。3～ 5㎝程の小石が入る。
4 明褐色土 (7.5YR5/8) 粘質、しまりはやや強い。5～ 6㎝程の小石が入る。

SC10 断面注記
1 黄褐色土
(10YR5/6) 粘質はやや強く、しまりは普通。白色粒子、2～3㎝程の小石が含まれる。

2 明赤褐色土
(5YR5/6)

粘質は弱く、しまりは非常に強い。１～２ｍｍ程の橙色粒子、白色粒子が全体的
に含まれる。

3 黒色土 (2.5YR2/1)粘質は普通、しまりはやや強い。1～2ｍｍ程の橙色粒子、白色粒子が全体的に含まれる。

礫群名 出土
位置

礫範囲
(㎝ ) 石材 赤化状況 黒色付着物 礫の密度 総重量

(kg)
総個数
( 個 ) 接合状況

ＳＩ１ A-1 区Ⅳｂ層 1.04 × 0.74 尾鈴山溶結
凝灰岩

全体的に赤化
する礫が多い

半数の礫に黒色
付着物有り 普通 7.0 13 無し

ＳＩ２ A-1 区
Ⅳｂ層 0.80 × 0.66 尾鈴山溶結

凝灰岩
全体的に赤化
する礫が多い

黒色付着物は１
点のみである。 普通 5.1 16 ２点接合

ＳＩ３ A-1 区Ⅳｂ層 2.22 × 1.12 尾鈴山溶結
凝灰岩

全体的に赤化
する礫が多い

半数近くの礫に
黒色付着物有り 普通 14.4 68 １２点接合

ＳＩ５ A-3 区 1.14 × 1.46 尾鈴山溶結
凝灰岩

部分的に赤化
した礫が多い

少数の礫に黒色
付着有り 疎 1.7 26 １点接合
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３　出土遺物（Ⅱ期・Ⅲ期）（第17～23図）

ナイフ形石器（第17図26～40）

剥片尖頭器（第17図41～44・47・48）

角錐状石器（第17図45・46）

スクレイパー（第 17・18 図 49 ～ 54・56・57）

石錐（第 18図 55）

細石刃（第18図58～64）

細石刃核（第18図65～68）

二次加工剥片（第19図69～83）

石刃（第19図84～96）

剥片（第19・20図97～113）

石核（第21図114～123・125）

接合資料（第22図124～146）

敲石（第23図147・148）
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第 17図　後期旧石器時代Ⅱ期石器実測図
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第 18図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（１）
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第 19図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（２）
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第 20図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（３）
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第 21図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（４）
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第 22図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（５）
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第 23図　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器実測図（６）
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第7節 縄文時代草創期･早期の遺物

１　遺物出土分布状況（第24図）

２　出土遺物（第24～28図）

３　早期の土器（第 25図 149 ～ 168）

貝殻条痕文系

山形押型文系

土器片加工品

４　草創期の石器
有舌尖頭器（第 26図 169・170）
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５　早期の石器
石鏃（第26図171～187）

石匙（第26図188～190）

スクレイパー（第26図191）

石錘（第26図193～211）

石斧（第26・27図212～214・217）

礫器（第27図218～220）

二次加工剥片（第27・28図221～229）

剥片（第28図230～237）

石核（第28図238・240）

敲石（第28図241）

原石（第28図239）
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第 25図　縄文時代早期土器実測図
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第 26図　縄文時代草創期・早期石器実測図（１）

169

170

184

189

191

194

199

205

211

212

213

206 207 208

209
210

200 201 202 203

204

195 196 197 198

192 193

190

185 186 187

188

171

178 179 180 181 182 183

172 173 174 175 176
177

２12、213

169 ～ 211



‐89‐

向
原
中
尾
第
４
遺
跡

第 27図　縄文時代草創期・早期石器実測図（２）
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第 28図　縄文時代草創期・早期石器実測図（３）
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第 30図　ＳＣ１実測図
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層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は弱く、しまりは強いＫ－Ａｈ粒子、白色粒子が密に含まれる。
2 黒褐色土(10YR3/2) 粘質はやや弱く、しまりはやや強い、Ｋ－Ａｈ粒子、白色粒子が密に含まれる。
3 黒褐色土(10YR3/1) 粘質はやや弱く、しまりはやや強い、2～3mm程の小石が少量入る。
4 灰黄褐色土(10YR4/2) 粘質は普通で、しまりは弱い白色粒子、橙色粒子が所々入る。
5 褐色土(10YR4/4) 粘質はやや弱く、しまりはやや強い１㎝程のＫ－Ａｈの粒が所々入る。
6 黒褐色土(7.5YR2/2) 粘質はやや弱く、しまりも強い1mm程のＫ－Ａｈ粒子が全体的に入る。
7 極暗褐色土(7.5YR2/3) 粘質は強く、しまりも強い2～3mm程のＫ－Ａｈ粒子と細かい白色粒子が含まれる。
8 黒褐色土(7.5YR3/2) 粘質は普通で、しまりは強いＫ－Ａｈの粒子が全体的に入り白色粒子が斑に入る。
9 黒褐色土(10YR2/3) 粘質は普通で、しまは弱いＫ－Ａｈのブロック。
10 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は弱く、しまりは強い2～3mm程のＫ－Ａｈの粒子や白色粒子が全体的に入る。
11 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 粘質は普通で、しまりは強い白色粒子や橙色粒子が少量入る。
12 黒褐色土(10YR3/2) 粘質はやや弱く、しまりは強い白色粒子2～3mm程のＫ－Ａｈ粒子が所々入る。
13 にぶい黄褐色土(10YR5/4) 粘質は普通で、しまりは強い白色粒子が少量入る。
14 暗褐色土(10YR3/3) 粘質は弱く、しまりは強い炭化物が少量入る。
15 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は普通で、しまりも普通2～3mm程のＫ－Ａｈ粒子が全体的に入る。

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土（10YR3/1） 粘質は弱く、しまりは強い橙色粒子白色粒子が全体的に入る。
2 黒褐色土（10YR２/３）粘質は普通で、しまりは弱い2～3mm程のＫ－Ａｈの粒子が全体的に入る。
3 黒褐色土（10YR2/2） 粘質は普通で、しまりは弱いＫ－Ａｈがまばらに入る。
4 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘質は普通で、しまりは弱い橙色粒子が入る。
5 黒褐色土（10YR3/2） 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子、橙色粒子が全体的に含まれる。
6 黒色土（10YR2/1） 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子、橙色粒子、褐色粒子が全体的に含まれる。
7 黒色土（5YR*1.7/1） 粘質はやや弱く、しまりはやや強い白色粒子、橙色粒子が全体的に含まれる。
8 暗褐色土（7.5YR3/4） 粘質はやや弱く、しまりもやや弱いＫ－Ａｈのブロックである。
9 黒色土（7.5YR2/1） 粘質は弱く、しまりは強い1～2mmの橙色粒子、褐色粒子、白色粒子が全体的に入る。
10 黒褐色土（5YR2/1） 粘質は弱く、しまりは強い橙色粒子、褐色粒子が全体的に入る。
11 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘質はやや弱く、しまりはやや強い橙色粒子、白色粒子が少量入る。
12 暗褐色土（7.5YR3/4） 粘質は普通で、しまりも普通1～2mm程の橙色粒子、白色粒子が全体的に入る。
13 褐色土（10YR4/6） 粘質は弱く、しまりは非常に弱い黒褐色土の粒子が全体的に入る杭の跡。
14 明褐色土（7.5YR5/6） 粘質は普通で、しまりは弱い黒褐色土の粒子が入る杭の跡。
15 黒褐色土（2.5Y3/1） 粘質はやや弱く、しまりは非常に弱い褐色の粒子が入る杭の跡。
16 褐色土（7.5YR4/4） 粘質は普通で、しまりは弱い白色粒子が所々入る。
17 極暗褐色土（7.5YR2/3）粘質は弱く、しまりは非常に弱い杭の跡。
18 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘質は弱く、しまりは強い1～3mm程のＫ－Ａｈの粒が全体的に密に入る。
19 黒褐色土（10YR3/2） 粘質は普通で、しまりは弱いＫ－Ａｈが全体的に入る。
20 黒褐色土（10YR2/3） 粘質は普通で、しまりはやや弱いＫ－Ａｈの粒子が密に入る。
21 褐色土（10YR4/6） 粘質は普通で、しまりはやや強い。

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘質普通で、しまりも普通Ｋ－Ａｈが全体的に入る。
2 黒色土（10YR2/1） 粘質は弱く、しまりは非常に強い白色粒子、橙色粒子が全体的に入る。
3 にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘質は普通で、しまりは非常に弱いＫ－Ａｈが全体的に入る。
4 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘質は普通で、しまりは弱い白色粒子、橙色粒子が密に全体的に入る。
5 黒褐色土（10YR2/2） 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子、橙色粒子が全体的に入る。
6 黒褐色土（10YR3/1） 粘質は弱く、しまりは非常に強い白色粒子、１～２ｍｍ程の橙色粒子が全体的に入る。
7 暗褐色土（10YR3/3） 粘質は普通で、しまりはやや弱い白色粒子、褐色粒子が全体的に入る。
8 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘質は普通で、しまりも普通橙色粒子がまばらに入る。
9 黒褐色土（10YR3/2） 粘質はやや弱く、しまりは強い白色粒子Ｋ－Ａｈの粒が全体的に入る。
10 暗褐色土（7.5YR3/4） 粘質は普通で、しまりは弱いＫ－Ａｈのブロックである。
11 黒褐色土（10YR3/2） 粘質は弱く、しまりは強い白色、褐色粒子がＫ－Ａｈの粒が全体的に入る。
12 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘質は普通で、しまりも普通橙色、褐色粒子が全体的に入る。
13 褐色土（7.5YR4/4） 粘質は普通で、しまりはやや弱い全体的に暗く橙色粒がまばらに入る。
14 褐色土（10YR4/6） 粘質は普通、しまりも普通白色粒子、橙色粒子を少量含む。
15 にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘質は普通で、しまりは弱い黒色、白色粒子を含む杭の跡。
16 黒褐色土（10YR2/2） 粘質やや弱く、しまり強い褐色粒子が全体的に入る杭の跡。
17 褐色土（7.5YR4/4） 粘質は普通で、しまりは弱い褐色の粒が入る杭の跡。
18 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘質は普通で、しまりは弱いＫ－Ａｈの粒子、褐色粒子が含まれる杭の跡。

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土（10YR3/1） 粘質は普通で、しまりは強い白色粒子が全体的に入る。
2 黒色土（10YR1.7/1） 粘質は普通で、しまりは弱い白色粒子、橙色粒子が全体的に入る。
3 暗褐色土（10YR3/3） 粘質は弱く、しまりは非常に強いＫ－Ａｈの粒子が全体的に入る。
4 暗褐色土（10YR3/4） 粘質は普通で、しまりはやや弱いＫ－Ａｈが全体的に入る。
5 黒褐色土（10YR3/2） 粘質は弱く、しまりは強い橙色粒子白色粒子が入る。
6 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘質は普通で、しまりは弱い白色粒子が少量入る。
7 黒褐色土（10YR3/1） 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子Ｋ－Ａｈが全体的に入る。
8 黒褐色土（10YR2/3） 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子、橙色粒子が全体的に入る。
9 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘質は普通で、しまりも普通、褐色・白色粒子が入る。
10 暗褐色土（10YR3/3） 粘質は弱く、しまりは強い白色・橙色・褐色粒子が入る。
11 褐色土（7.5YR4/4） 粘質は弱く、しまりはやや強い褐色粒子、橙色の小石が入る。
12 黒褐色土（10YR3/2） 粘質はやや弱く、しまりもやや弱い橙色・褐色粒子を含む。
13 灰黄褐色土（10YR4/2） 粘質は普通で、しまりは弱い橙色粒子を含み全体的に砂質である。
14 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘質は普通で、しまりはやや弱い褐色・橙路の粒子を含む。
15 黒褐色土（10YR2/2） 粘質は普通で、しまりはやや強い白色・褐色・橙色粒子を含む。
16 にぶい黄褐色土（10YR4/3） 粘質は普通で、しまりも普通、褐色粒子を含む。
17 褐色土（7.5YR4/3） 粘質は普通で、しまりは強い白色粒子を含む杭の跡。
18 褐色土（10YR4/4） 粘質は普通で、しまりは強い白色粒子を含む。
19 明褐色土（7.5YR5/6） 粘質は普通で、しまりは弱い褐色粒子を含む杭の跡。
20 褐色土（7.5YR4/3） 粘質は普通で、しまりも普通白色・橙色粒子を含む。
21 にぶい黄褐色土（7.5YR5/4） 粘質は普通で、しまりは弱い黒色粒子が入る杭の跡。
22 にぶい黄褐色土（10YR4/3） 粘質はやや強く、しまりは弱い橙色粒子を含む。
23 黒褐色土（10YR2/2） 粘質は普通で、しまりは弱い褐色・橙色粒子が全体的に入る杭の跡。
24 にぶい黄褐色土（10YR5/4） 粘質は普通で、しまりも普通白色・橙色粒子が含まれる。
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B-B` 断面注記

C-C` 断面注記

D-D` 断面注記

E-E` 断面注記
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層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(５YR２/1) 粘質は弱く、しまりは強い。2～3mm程のＫ－Ａｈの粒がまばらに入る。

層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は弱く、しまりは非常に強い。2～3mm程のＫ－Ａｈの粒、白色粒子を含む。

層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は弱く、しまりは非常に強い。1～2㎝程のＫ－Ａｈの粒が所々入り、白色粒子がまば
らに入る。

2 褐色土(7．5YR4/3) 粘質は普通、しまりは弱く褐色粒子が少量入る。杭状痕跡

層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は弱く、しまりは強い。白色粒子、橙色の粒が全体的に入る。

2 暗褐色土(7.5YR3/4) 粘質は弱く、しまりはやや強い。Ｋ－Ａｈがブロック状や粒状に入る。

3 黒褐色土(10YR3/2) 粘質は弱く、しまりは普通。1～2㎝程の橙色の粒が入る。

4 褐色土(10YR4/4) 粘質は普通、しまりはやや強い。橙色の粒子が少量入る。

5 暗褐色土(10YR3/3) 粘質、しまりは普通。白色粒子が少量入る。杭状痕跡。

6 黒褐色土(10YR2/3) 粘質、しまりは普通。白色粒子が少量入る。杭状痕跡。

層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(10YR2/2) 粘質、しまりは普通。白色、橙色粒子が全体的に入る。

2 黒色土(7.5YR*1.7/1) 粘質は弱く、しまりは強い橙色粒子が少量入る。

3 黒褐色土(5YR2/1) 粘質は弱く、しまりは強い白色粒子が少量入る。

4 暗褐色土(10YR3/3) 粘質、しまりは普通。5ｍｍ程のＫ－Ａｈの粒が全体的に入る。

5 黒褐色土(7.5YR3/2) 粘質はやや弱く、しまりは普通。砂質ぎみで、Ｋ－Ａｈが全体的に入る。

6 黒褐色土(10YR3/2) 粘質、しまりは普通。1㎝程のＫ－Ａｈの粒、白色粒子が全体的に入る。

7 黒褐色土(10YR2/2) 粘質はやや弱く、しまりは普通。橙色粒子Ｋ－Ａｈが全体的に入る。

8 黒色土(10YR2/1) 粘質、しまりは普通。白色、橙色粒子が全体的に入る。

9 黒色土(7.5YR2/1) 粘質は弱く、しまりは普通。砂質気味であり、白色、橙色粒子が全体的に入る。

10 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質はやや弱く、しまりはやや強い。橙色の粒、2～3㎝程の小石を含む。

11 極暗褐色土(7.5YR2/3) 粘質、しまりは普通。橙色、白色粒子が全体的に入る。

12 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色、白色粒子が少量入る。杭状痕跡。

13 黒褐色土 (10YR3/2) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色、白色粒子が少量入る。

層 土色 土質の特徴

1 黒褐色土(7.5YR2/2) 粘質は弱く、しまりはやや強い。白色粒子、橙色の粒がまばらに入る。

2 灰褐色土(7.5YR4/2) 粘質は普通、しまりはやや弱い。白色、橙色粒子が全体的に入る。

3 暗赤褐色土(5YR3/2) 粘質は普通、しまりはやや弱い。Ｋ－Ａｈが全体的に入る。

4 灰褐色土(5YR4/2) 粘質、しまりは普通。Ｋ－Ａｈの粒が全体的に入る。

5 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質は弱く、しまりはやや強い。Ｋ－Ａｈの粒が所々入る。

6 黒色土(10YR2/1) 粘質は弱く、しまりはやや強い。Ｋ－Ａｈの粒がまばらに入る。

7 褐色土(7.5YR4/3) 粘質は弱く、しまりは強い。白色粒子が少量入る。杭状痕跡。

8 黒褐色土(7.5YR3/2) 粘質は強く、しまりは非常に強い。Ｋ－Ａｈの粒が所々入る。

9 黒褐色土(10YR3/2) 粘質は弱く、しまりは非常に強い。Ｋ－Ａｈの粒が全体的に入る。

10 黄褐色土(10YR5/6) 粘質は弱く、しまりはやや弱く砂質気味である。Ｋ－Ａｈのブロック。

11 暗褐色土(10YR3/3) 粘質は弱く、しまりは強い。白色粒子が少量入る。
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ＳＣ３（第29・32図）

ＳＣ４（第29・33・34図）

ＳＣ２　A-A` 土層断面注記

ＳＣ２　D-D` 土層断面注記

ＳＣ２　F-F‘ 土層断面注記

ＳＣ２　G-G` 土層断面注記

ＳＣ２　B-B` 土層断面注記

ＳＣ２　C-C` 土層断面注記
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層 土色 土質の特徴
1 黒色土(10YR2/1) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色のパミスが下方に入る。
2 黒色土(10YR1.7/1) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色のパミスが全体的に入る。
3 黒褐色土(10YR2/2) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色の粒子、パミスが全体的に入る。
4 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は弱い、しまりは強い。橙色のパミスが所々入る。
5 黒褐色土(10YR3/2) 粘質は弱い、しまりは強い。橙色のパミスが所々入る。
6 黒褐色土(5YR3/1) 粘質は弱く、しまりは普通。橙色のパミスが所々入る。
7 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質は弱く、しまりは普通。橙色の粒子が入る。
8 褐色土(10YR4/6) 粘質、しまりは普通。K-Ah。
9 暗褐色土(7.5YR3/3) 粘質は弱く、しまりは強い橙色のパミスが所々入る。
10 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は弱く、しまりは普通。雲母が入る。
11 黒褐色土(10YR2/2) 粘質、しまりは普通。橙色の粒子が均一に入る。
12 黒褐色土(10YR2/3) 粘質は弱く、しまりは普通。橙色の粒子が密に入る。
13 黒褐色土(7.5YR2/2) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色の粒子が所々入る。
14 褐色土(7.5YR4/4) 粘質はやや強く、しまりは普通。白色粒子がまばらに入る。
15 褐灰色土(7.5YR4/1) 粘質は弱く、しまりは強い。橙色の粒子が入る。
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ＳＣ３　H-H‘ 土層断面注記
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層 土色 土質の特徴
1 黒色土(10YR2/1) 粘質は普通、しまりは強い。一部にＫ－Ａｈ粒子を含む。

2 黒色土(10YR2/1) 粘質は普通、しまりは強い。層全体にＫ－Ａｈ粒子と暗褐色土のブロックを
含む。

3 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや弱い。Ｋ－Ａｈ粒子と暗褐色土、黒色土を含む。

4 黒褐色土(10YR3/2) 粘質は普通、しまりはやや弱い。層全体にＫ－Ａｈ粒子、暗褐色土、黒色
土を含む。

5 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや強い。部分的にＫ－Ａｈ粒子を含む。
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ＳＣ４　H-H`・ G-G` 土層断面注記
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層 土色 土質の特徴
1 黒色土(10YR2/1) 粘質は普通、しまりは強い。一部にＫ－Ａｈ粒子、暗褐色土を含む。
2 黒色土(10YR2/1) 粘質は普通、しまりは強い。一部にＫ－Ａｈ粒子、暗褐色土のブロックを含む。

3 黒褐色土(10YR3/1)
粘質は普通、しまりはやや弱い。層全体にＫ－Ａｈ粒子、黒色土のブロック
を含む。

4 黒褐色土(10YR3/2)
粘質は普通、しまりはやや弱い。層全体にＫ－Ａｈ粒子、黒色土、暗褐色
土のブロックを含む。

5 暗褐色土(10YR3/3) 粘質は普通、しまりは強い。黒色土のブロックとＫ－Ａｈ粒子を含む。
6 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや弱い。暗褐色土を少し含む。
7 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや弱い。Ｋ－Ａｈ粒子、暗褐色土を少し含む。
8 灰黄褐色土(10YR4/2) 粘質としまりはやや弱い。Ｋ－Ａｈ粒子、暗褐色土、黒褐色土を含む。

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通で、しまりはやや弱い。一部に黒色土、暗褐色土を含む。

層 土色 土質の特徴
1 黒色土(10YR2/1) 粘質はやや弱く、しまりは普通である。

層 土色 土質の特徴
1 黒色土(10YR2/1) 粘質はやや弱く、しまりは普通である。Ｋ－Ａｈ粒子を含む。

層 土色 土質の特徴

1 黒色土(10YR2/1) 粘質はやや弱く、しまりは普通である。全体的に暗褐色土をブロック状に
含む。

層 土色 土質の特徴

1 黒色土(10YR2/1) 粘質はやや弱く、しまりは普通である。全体的に暗褐色土をブロック状に
含み、Ｋ－Ａｈ粒子を部分的に含む。大きな礫が底部付近に入る。
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第 34図　ＳＣ４実測図（２）

ＳＣ４　I-I` 土層断面注記

ＳＣ４　 J-J`・K-K` 土層断面注記

ＳＣ４　A-A‘ 土層断面注記

ＳＣ４　 F-F` 土層断面注記

ＳＣ４　C-C`・B-B` 土層断面注記

ＳＣ４　E-E`・D-D` 土層断面注記
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第 35図　ＳＣ６実測図

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土(2.5Y3/2) 粘質としまりはやや弱い。白色、橙色粒子が全体的に入る。
2 灰褐色土(7.5YR4/2) 粘質はやや弱く、しまりは普通。白色、褐色粒子が少量入る。
3 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや強い。白色、褐色粒子、橙色パミスが所々入る。
4 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は弱く、しまりは強い。白色粒子が少量入る。
5 黒褐色土(10YR3/２) 粘質としまりはやや弱い。白色粒子、橙色のパミスが少量入る。
6 黒褐色土(10YR3/2) 粘質はやや弱く、しまりはやや強い。白色、橙色粒子が全体的に入る。
7 にぶい褐色土(7.5YR5/4) 粘質はやや強く、しまりは普通。白色、橙色粒子が所々入る。
8 にぶい褐色土(7.5YR5/4) 粘質は普通、しまりはやや弱い。白色粒子、１～３㎝の礫が入る。
9 褐色土　(10YR4/4) 粘質は普通、しまりはやや弱い。白色、橙色粒子が少量入る。
10 にぶい褐色土(7.5YR5/3) 粘質はやや強く、しまりはやや弱い。橙色粒子が少量含まれる。
11 暗褐色土(10YR3/3) 粘質はやや弱く、しまりは弱い。橙色粒子が少量入る。杭の痕
12 褐色土　(10YR4/6) 粘質は強く、しまりは弱い。白色、橙色粒子が全体的に入る。杭の痕。
13 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 粘質は普通、しまりは弱い。白色粒子が少量入る。杭の痕。
14 黒褐色土(7.5YR2/2) 粘質としまりは弱く、白色粒子が少量入る。杭の痕

ＳＣ６　土層断面注記

埋没過程様式図

Ｄ
C

B

A

A‘

Ⅳａ

Ⅳａ

Ⅳb

Ⅳb

Ⅴ

Ⅴ

Ⅵ

Ｄ‘

C‘

B‘

152.500 ｍ
152.500 ｍ

152.500 ｍ

152.500 ｍ

Ｅ

Ｅ

Ｂ Ｄ

Ａ

Ｃ

１

１

３

３

３

７

７

７

カクラン

カクラン

９

９

５
６

６

８

２

２

４

10

10

11
12

13

14

Ｃ‘

Ａ‘

Ｄ‘ Ｂ‘

Ｅ
‘

Ｅ
‘

152.500
ｍ M

.N
.

ＳＣ６



‐101‐

向
原
中
尾
第
４
遺
跡

ＳＣ９（第29・37図）

第 36 図　ＳＣ７実測図

層 土色 土質の特徴

1a 黒褐色土(10YR3/1) 粘質、しまりは普通。一部に褐色土のブロックやＫ－Ahを含む。

1
ｂ
黒褐色土(10YR3/1) 粘質、しまりはやや弱い。一部に褐色土のブロックやＫ－Ahを含む。

２
a
にぶい黄褐色土　　
(10YR3/3)

粘質はやや弱く、しまりは普通。一部に黒褐色土を含む。

２
ｂ
にぶい黄褐色土　
(10YR3/3)

粘質はやや弱く、しまりはやや弱く。一部に黒褐色土を含み土色は暗い。

層 土色 土質の特徴

1
黒褐色土　　　　
(10YR3/1)

粘質、しまりは普通。一部に褐色土のブロックや黒色土を含む。

２
ｂ
にぶい黄褐色土　
(10YR3/3)

粘質はやや弱く、しまりはやや弱く。一部に黒褐色土を含み土色は暗い。

ＳＣ７　C-C` 土層断面断面

埋没過程様式図

ＳＣ７　B-B` 土層断面
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第 37図　ＳＣ９実測図

層 土色 土質の特徴
1 黒褐色土(5YR2/1) 粘質は普通、しまりはやや強い。白色粒子が全体的に入る。
2 黒色土(2.5Y2/1) 粘質はやや弱い、しまりは弱い。白色、橙色粒子雲母が全体的に含まれる。
3 黒色土(10YR2/1) 粘質はやや強く、しまりはやや弱い。白色粒子、橙色粒子が全体的に含まれる。
4 黒褐色土(10YR3/1) 粘質は普通、しまりはやや弱い。白色、橙色粒子が全体的に含まれる。
5 褐色土(10YR4/6) 粘質は普通、しまりは弱い。橙色粒子が全体的に含まれる。
6 褐色土(10YR4/3) 粘質はやや強い、しまりは弱い。Ｋ－Ａｈが全体的に入る。
7 橙色土(7.5YR6/8) 粘質は普通、しまりはやや強い。杭の痕。
8 明褐色土(7.5YR5/6) 粘質はやや強く、しまりは弱い。小さな礫が含まれる。
9 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 粘質は普通、しまりは弱い。Ｋ－Ａｈの粒が所々入る。
10 褐色土(7.5YR4/4) 粘質は普通、しまりは弱い。白色、橙色粒子が全体的に入る。
11 黒褐色土(7.5YR3/1) 粘質は普通、しまりは弱い。杭の痕
12 黒色土(7.5YR1.7/1) 粘質としまりは非常に弱い。杭の痕。
13 暗褐色土(7.5YR3/3) 粘質としまりはやや弱く、白色粒子が全体的に入る。杭の痕。
14 黒褐色土(7.5YR3/2) 粘質としまりは弱く、白色・橙色粒子が少量入る杭の痕。
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第 38図　ＳＣ５実測図

土坑（第29・38図）
ＳＣ５

２　出土遺物

縄文土器（第39図242～246）

弥生土器（第39図247～249）

石錘（第39図250～274）

石斧（第40図275～276）

磨石（第40図277）

剥片（第40・41図278～283・285）

二次加工剥片（第41図284）

石核（第41図285～289）

層 層序 土質の特徴
1 黒褐色土(10YR3/2) 粘質は普通、しまりはやや強い。アカホヤの粒(1～2㎝程 )が所々入る。
2 黒色土(10YR2/1) 粘質としまりは普通。3～4㎝程のアカホヤがブロック状に入る。
3 黒褐色土(10YR2/2) 粘質としまりはやや弱い。

ＳＣ５土層断面注記
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第 39図　Ｋ - Ａｈ降灰以降遺物実測図（１）
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第 40図　Ｋ - Ａｈ降灰以降遺物実測図（２）
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第 41図　Ｋ - Ａｈ降灰以降遺物実測図（３）
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掲載No. 調査区 グリッド 層 取り上
げ№ 石材 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標 器種 長さ

（㎝）
幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g） 観察所見

1 1 Ｄ５ Ⅴ下Ⅵ上 809 頁岩 -76423.903 53024.894 153.354 ナイフ形石器 4.20 1.10 0.17 2.60 縦長剥片を素材とし、背部と基部に丁寧な二次加工が施される。

2 3 H4 Ⅴ 1743 頁岩 -76463.872 53043.577 156.006 ナイフ形石器 4.15 1.80 0.75 4.00 縦長剥片を素材とし、左側縁先端部と右側側縁基部に二次加工が施されている。背面基部には自然面が残る。
3 1 Ｄ３ Ⅴ下Ⅵa上 896 凝灰岩 -76431.675 53010.19 153.477 スクレイパー 5.86 5.46 2.42 89.60 縦長剥片、左側に刃部が形成される。裏面は礫面。
4 3 H4 Ⅴ下 1747 頁岩 -76465.435 53045.931 155.949 スクレイパー 4.16 3.62 1.95 22.40 縦長剥片、右側から末端部に刃部が形成される。
5 1 Ｄ５ Ⅴ下Ⅵa上 868 頁岩 -76423.432 53027.004 153.676 石刃 6.00 2.00 0.50 6.30 頭部調整、背面と腹面の剥離が同一方向から施される。
6 1 Ｄ５ Ⅵ下 1088 頁岩 -76427.233 53024.081 153.299 石刃 3.98 2.15 0.71 5.20 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。下部欠損。
7 1 Ｄ５ Ⅴ 748 ホルンフェルス -76426.914 53025.886 153.711 石刃 4.40 2.10 0.70 6.40 背面と腹面の剥離の方向が同一方向から施される。風化が激しく、稜線が不明瞭。
8 1 Ｄ５ Ⅵ 1107 頁岩 -76427.165 53020.646 153.296 微細剥離 2.54 3.15 0.80 5.30 幅広剥片を素材とし、側縁に微細な剥離が施される。
9 1 C5 Ⅵ 676 頁岩 -76421.167 53020.131 153.405 石核 2.81 3.30 1.40 9.60 背面は広い剥離と上部に二次加工を施す。腹面は、広い剥離面が残る。
10 3 H4 Ⅴ 1742 流紋岩 -76461.963 53041.122 156.047 石核 5.97 4.31 2.32 58.30 背面はほぼ自然面で、腹面は不定方向からの剥離が多数施される。
11 1 C4 Ⅴ 512 頁岩 -76421.398 53012.689 153.332 石核 5.92 6.02 4.33 71.70 背面の上部端部に自然面を残し、不定方向からの幅広剥片剥離が施されている。
12 3 H5 Ⅵｂ 1586 流紋岩 -76461.389 53045.342 155.468 石核 3.11 5.28 1.72 17.60 背面と腹面は不定方向からの剥離が施され、残核形態は菱形を呈する。

接合資料１ ― ― ― ― 水晶 ― ― ― 接合資料 3.70 4.30 1.20 16.30 13と１４、２点の接合資料。
13 1 C4 Ⅵｂ上 936 水晶 -76430.408 53021.782 153.36 剥片 2.40 28.50 1.10 7.10 幅広剥片、上部に二次加工が施される。
14 1 Ｄ５ Ⅴ下Ⅵa上 939 水晶 -76429.535 53020.837 153.609 剥片 3.70 2.10 1.30 9.20 縦長剥片、腹面に二次加工が施される。
15 3 H4 Ⅵ 1773 チャート -76468.705 53043.874 155.764 剥片 2.40 4.65 0.73 5.70 幅広剥片、背面と腹面に広い剥離面。
16 ― Ｔ１７ Ⅵ 1 ホルンフェルス ― ― ― 剥片 2.15 6.35 1.3 21.1 幅広剥片、背面に広く礫面を残す。
17 6 H13 Ⅴ 1793 ホルンフェルス -76412.594 53108.908 157.406 剥片 5.27 4.75 1.96 39.00 不定形剥片、上面からの剥離が複数回行われ、上面、下面に礫面を残す。
18 1 D6 Ⅴ 369 ホルンフェルス -76422.573 53031.692 153.817 剥片 4.57 7.23 2.34 103.30 縦長剥片、正面右側に礫面を残す。風化が激しく稜線が不明瞭。

19 1 C6 Ⅵ下 973 頁岩 -76418.914 53027.856 153.249 剥片 8.00 6.20 2.40 114.40 縦長剥片、背面に礫面を残す。1 C6 Ⅵ下 972 -76418.933 53027.811 153.24
20 1 D6 Ⅵ下Ⅶ上 976 ホルンフェルス -76420.934 53027.865 153.215 剥片 14.40 10.00 4.40 554.00 背面は多方向からの剥片剥離痕を残し、腹面は広い剥離面が見られる。
21 1 Ｄ５ Ⅵa下6上 967 砂岩 -76428.355 53024.997 153.506 敲き石 8.35 7.40 4.15 372.50 円礫、上端、下端に敲打痕が残り、中央部にも敲打による窪みが見られる。
22 1 D5 Ⅵ a下Ⅵｂ上 990 砂岩 -76425.997 53023.994 153.441 敲石 11.20 4.20 4.30 275.80 棒状礫、上端、下端に敲打痕が残る。

23 1 C5 Ⅵ 584 尾鈴山溶結
凝灰岩

-76423.615 53021.174 153.346 敲石 7.60 5.90 4.70 287.20 円礫、表面下端に敲打痕が残る。1 D5 Ⅵ a下Ⅵｂ上 987 -76426.342 53024.336 153.435
24 3 H5 Ⅵ下 1616 チャート -76459.858 53051.479 154.919 敲石 8.55 4.25 3.50 187.10 棒状礫。

25 1 Ｄ５ Ⅵ下 1096 砂岩 -76429.227 53020.681 153.324 敲石 7.80 3.55 2.39 97.70 棒状礫、下端に敲打痕が残る。下半部が赤化。1 Ｄ５ Ⅳa下Ⅳｂ上 943 -76428.786 53020.116 153.412

第５表　後期旧石器時代Ⅰ期石器観察表

第６表　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器観察表（１）

掲載No. 調査区 グリッド 層 取り上
げ№ 石材 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標 器種 長さ

（㎝）
幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g） 観察所見

26 3 H5 Ⅳ 1544 頁岩 -76460.621 53052.185 155.673 ナイフ形石器 4.10 1.30 0.90 4.50 刃部は長軸に対して斜軸で、刃部の幅は狭く、側面は背面と腹面からの二次加工を施す。
27 1 C3 Ⅳ 564 頁岩 -76429.841 53007.443 153.605 ナイフ形石器 3.70 1.90 1.10 5.60 刃部は長軸に対し斜軸、左側面は腹面からの二次加工を行った後、背面から剥離が施される。
28 1 C4 Ⅳ a 201 流紋岩 -76430.376 53012.696 153.76 ナイフ形石器 4.10 2.00 0.75 4.90 刃部は長軸に対し斜軸、右側面全面と基部に丁寧な二次加工が施される。
29 3 H5 Ⅳ 1534 頁岩 -76462.187 53045.264 155.993 ナイフ形石器 3.80 1.35 0.95 4.30 縦長剥片を素材とし、背部と基部に二次加工を施す。
30 3 H6 Ⅳｂ中 1606 流紋岩 -76456.515 53055.357 155.05 ナイフ形石器 3.90 1.15 0.50 2.40 縦長剥片を素材とし、側面に二次加工を施す。上部欠損。
31 3 H4 Ⅴ上 1739 頁岩 -76464.614 53041.609 156.058 ナイフ形石器 4.25 1.30 1.15 4.80 刃部は長軸に対し斜軸、背部と基部に丁寧な二次加工を施す。
32 4 G7 Ⅳ上 1251 ホルンﾌｪルス -76442.665 53056.812 153.935 ナイフ形石器 4.35 1.90 0.80 0.10 刃部は長軸に対し斜軸、風化が激しく稜線は明確ではない。
33 4 F7 Ⅳ a 1705 流紋岩 -76431.898 53055.696 152.403 ナイフ形石器 4.25 1.60 1.20 6.10 縦長剥片を素材とし、背面に背面と原面から二次加工を施す。上部欠損
34 3 H6 Ⅲ上 1132 流紋岩 -76452.996 53055.119 155.273 ナイフ形石器 4.20 2.50 0.90 9.10 縦長剥片を素材とし、素材打面に基部を設定。
35 1 C4 Ⅳ上 169 流紋岩 -76424.858 53010.94 153.842 ナイフ形石器 2.66 1.03 0.50 1.60 背面と腹面に大きな剥離面を残し、周囲に二次加工を施す。
36 3 H5 Ⅳ 1795 流紋岩 -76450.486 53052.785 154.394 ナイフ形石器 3.00 1.20 0.40 1.80 縦長剥片を素材とし、右側面に二次加工を施す。
37 1 C3 Ⅲ上 537 頁岩 -76428.224 53007.581 153.891 ナイフ形石器 3.30 1.35 0.60 3.20 縦長剥片を素材とし、基部に二次加工を施す。
38 3 G6 Ⅲ下Ⅳ上 1216 頁岩 -76446.111 53050.181 154.63 ナイフ形石器 2.50 1.25 0.50 1.90 縦長剥片を素材とし、背面と腹面に二次加工を施す。
39 3 H5 Ⅳ 1504 ホルンﾌｪルス -76462.073 53047.221 155.693 ナイフ形石器 2.83 1.29 0.55 2.30 縦長剥片を素材とし、基部に二次加工をわずかに施す。風化が激しく、稜線は不明瞭。上部欠損。
40 3 F6 Ⅲ下 1372 頁岩 -76435.522 53044.273 154.144 ナイフ形石器 3.09 1.17 0.38 1.40 縦長剥片を素材とし、上部に背面からの二次加工を施す。上部・下部欠損。
41 4 G7 Ⅲ 1240 頁岩 -76435.593 53057.584 153.113 剥片尖頭器 3.50 1.30 0.80 3.70 縦長剥片を素材とし、左側縁に二次加工が施されている。
42 1 ― Ⅳ ― 頁岩 ― ― ― 剥片尖頭器 3.75 1.65 0.90 3.90 縦長剥片を素材とし、左側縁に二次加工が施されている。
43 1 C5 Ⅳ下 388 ホルンﾌｪルス -76422.713 53017.464 153.624 剥片尖頭器 7.35 3.00 1.30 25.00 縦長剥片を素材とし、右側面と基部に二次加工が施される。
44 1 C4 Ⅳ 520 ホルンﾌｪルス -76425.282 53011.193 153.391 剥片尖頭器 7.30 2.80 1.20 23.7 縦長剥片を素材とし、基部に二次加工がほどこされている。風化が激しく稜線は不明瞭。
45 1 Ｄ３ Ⅳｂ下Ⅴ上 898 流紋岩 -76423.526 53005.121 153.059 角錐状尖頭器 4.50 2.00 1.10 7.80 両側縁から細かな調整が施される。
46 1 D4 Ⅳｂ上 384 頁岩 -76428.904 53017.185 153.801 角錐状尖頭器 5.35 2.70 1.50 22.70 裏面に加工あり、下部欠損後、表面に調整を施す。
47 3 H6 Ⅳｂ上 1607 頁岩 -76456.8 53055.991 155.157 剥片尖頭器 5.80 3.10 1.10 15.88 縦長剥片を素材とし、先端部と基部に二次加工を施す。
48 1 C5 Ⅳ下 I-126 ホルンﾌｪルス -76423.782 53018.071 153.711 剥片尖頭器 7.20 2.50 1.15 23.40 縦長剥片を素材とし、基部に二次加工が施されている。風化が激しく、稜線は不明瞭。
49 1 D6 Ⅳ 373 頁岩 -76425.945 53033.391 154.157 スクレイパー 1.25 1.19 0.49 0.60 縦長剥片、背面からの二次加工により末端部に刃部を形成。
50 1 C4 Ⅳ上 12 流紋岩 ― ― ― スクレイパー 4.68 6.36 1.61 42.00 幅広剥片、両側縁に刃部が形成される。
51 1 D6 Ⅳ下 5 流紋岩 ― ― ― スクレイパー 2.94 2.32 0.82 7.00 縦長剥片、背面右側に刃部が形成される。
52 1 C4 Ⅳ a下Ⅳｂ上 392 頁岩 -76423.197 53014.972 153.62 スクレイパー 3.23 4.46 0.80 10.70 縦長剥片、両側縁に刃部が形成される。末端部欠損。
53 3 H4 Ⅳ下 1716 頁岩 -76468.32 53042.998 156.214 スクレイパー 5.90 3.70 2.00 49.00 縦長剥片、両側面に刃部が形成される。左側面上部に自然面を残す。
54 1 C5 Ⅳ下 I-125 頁岩 -76424.418 53017.928 153.691 スクレイパー 5.15 3.55 1.60 14.70 縦長剥片、両側縁に刃部が形成される。背面上部に自然面を残す。
55 5 H12 Ⅲ下 1460 頁岩 -76419.416 53099.55 156.466 石錐 2.47 2.80 0.42 4.50 表裏面にやや大きな剥離面を残し、二次加工により錐部を整形している。上部欠損。
56 5 H12 Ⅳ 1563 砂岩 -76418.984 53105.105 157.458 スクレイパー 10.30 5.18 1.52 93.7 縦長剥片、右側縁に刃部が形成される。腹面は自然面。
57 5 H11 Ⅲ下 1406 ホルンフェルス -76424.036 53096.597 155.56 スクレイパー 9.25 6.00 13.10 101.90 縦長剥片、右側に刃部が形成される。裏面は礫面。
58 3 H5 Ⅳ 1501 チャート -76463.033 53047.138 155.977 細石刃 0.60 0.60 0.10 0.05 打面調整なし、下部欠損。
59 3 ― Ⅳ 1489 流紋岩 -76447.518 53052.638 154.575 細石刃 0.60 0.50 0.10 0.04 打面調整なし、下部欠損。
60 3 H5 Ⅲ下Ⅳ上 1200 チャート -76462.05 53046.428 156.081 細石刃 0.80 0.50 0.10 0.06 打面調整なし、下部欠損。
61 1 Ｔ３８ Ⅴ 3 チャート ― ― ― 細石刃 0.50 0.60 0.10 0.03 打面調整あり、下部欠損。
62 3 H5 Ⅳ 1534 流紋岩 -76462.187 53045.264 155.993 細石刃 0.80 0.60 0.15 0.90 打面調整あり、下部欠損。
63 3 H5 Ⅳ 1497 流紋岩 -76465.686 53047.417 155.952 細石刃 0.90 0.80 0.10 0.14 上部・下部欠損。右側が鋸刃状。
64 3 Ｔ３８ Ⅴ 1 流紋岩 ― ― ― 細石刃 1.20 0.70 0.10 0.13 打面調整なし。
65 4 Ｔ２２ Ⅴ 2 流紋岩 ― ― ― 細石刃核 3.10 2.10 1.60 9.40 残核は円錐状、頭部調整を行い全周を巡るように細石刃を剥離。
66 1 D6 Ⅲ下Ⅳ上 1 流紋岩 ― ― ― 細石刃核 1.80 2.10 15.50 4.60 残核は円錐状、頭部調整を行い全周を巡るように細石刃を剥離。
67 4 G7 Ⅲ 1233 頁岩 -76435.632 53059.769 153.159 細石刃核 2.60 2.40 2.20 14.70 全周を巡るように細石刃核を剥離、残核は円錐形。
68 4 G7 Ⅳ上 1230 頁岩 -76441.775 53058.447 153.805 細石刃核 1.90 4.10 1.80 15.20 残核形状は船底形で、石核長軸の両端において細石刃が剥離されている。
69 3 H6 Ⅳ a中 1612 流紋岩 -76455.994 53054.389 155.039 二次加工剥片 4.29 3.09 0.60 7.40 縦長剥片を素材とし、側縁に鋸刃状の二次加工が施される。
70 1 C5 Ⅳ中 I-127 チャート -76424.248 53017.289 153.885 二次加工剥片 3.66 3.21 1.65 18.00 縦長剥片を素材とし、表面、裏面共に不定方向からの剥離を施す。
71 1 C4 Ⅳ a下 561 チャート -76425.153 53007.189 153.535 二次加工剥片 3.41 3.21 1.36 14.70 縦長剥片を素材とし、表面、裏面共に不定方向からの剥離を施す。
72 2 E5 Ⅳ a上 1665 流紋岩 -76433.273 53032.518 154.646 二次加工剥片 2.80 3.70 0.80 10.80 縦長剥片を素材とし、表面、裏面共に不定方向からの剥離を施す。
73 3 H4 Ⅳ下Ⅴ上 1774 頁岩 -76469.023 53044.42 156.153 二次加工剥片 5.53 3.84 1.63 22.30 縦長剥片を素材とし、側縁に微細な剥離が施される。
74 3 H5 Ⅳ 1584 頁岩 -76462.377 53044.992 155.776 二次加工剥片 3.79 1.64 0.63 2.90 縦長剥片を素材とし、表面に二次加工が施される。
75 4 G6 Ⅳ上 1250 頁岩 -76445.821 53055.047 154.279 二次加工剥片 3.48 1.57 1.32 4.50 縦長剥片を素材とし、表面、裏面に側縁からの二次加工が僅かに施される。
76 1 C5 Ⅳ中 I-114 頁岩 -76421.789 53018.696 153.805 二次加工剥片 3.76 1.40 0.51 2.60 縦長剥片を素材とし、表面と裏面に側縁からの二次加工が施される。
77 1 C4 Ⅳ a 256 流紋岩 -76427.153 53010.809 153.585 二次加工剥片 2.82 2.03 1.42 7.80 縦長剥片を素材とし、側縁から二次加工を施す。
78 1 D6 Ⅳｂ 668 頁岩 -76420.361 53027.226 153.597 二次加工剥片 0.67 4.33 1.92 41.50 縦長剥片を素材とし、表面に側縁からの二次加工。
79 3 F5 Ⅳ 1582 流紋岩 -76444.847 53036.973 155.223 二次加工剥片 2.86 2.22 0.82 4.70 縦長剥片を素材とし、側縁から二次加工を施す。
80 1 ― Ⅳ ― 頁岩 ― ― ― 二次加工剥片 3.50 2.60 1.30 7.30 幅広剥片を素材とし、表面、裏面に側縁からの二次加工。
81 1 D5 Ⅳ a上Ⅳｂ下 I-97 頁岩 -76423.539 53025.385 153.93 二次加工剥片 5.00 3.30 0.70 8.90 縦長剥片を素材とし、左側縁に細かな二次加工あり。
82 1 C5 Ⅳ下 391 流紋岩 -76422.718 53015.715 153.581 二次加工剥片 2.10 4.04 0.60 6.40 幅広剥片を素材とし、裏面上部に二次加工が施される。
83 1 C4 Ⅳ 538 頁岩 -76426.898 53007.403 153.747 二次加工剥片 3.11 5.08 0.94 11.10 幅広剥片を素材とし、表面上部に二次加工を施す。
84 3 H5 Ⅳ 1508 ホルンフェルス -76462.266 53048.873 155.687 石刃 2.92 1.34 0.48 2.10 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。下部欠損、風化が激しく稜線が不明瞭。
85 1 D5 表土下Ⅳ上 I-180 流紋岩 -76427.679 53019.893 153.907 石刃 2.40 1.15 0.45 1.30 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。
86 1 D6 Ⅲ 368 頁岩 -76419.786 53030.892 153.891 石刃 2.80 2.52 1.11 7.20 背面と腹面が９０度異なる方向から剥離が施される。下部欠損。
87 3 H5 Ⅲ下Ⅳ上 1206 流紋岩 -76460.46 53045.698 155.969 石刃 3.73 1.66 1.05 7.60 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。上部欠損、下端部が黒色化。
88 1 C3 Ⅳ 851 ホルンフェルス -76430.563 52997.594 153.771 石刃 4.10 2.60 1.00 8.60 背面と腹面の剥離面が同一方向から施される。風化が激しく、稜線が不明瞭。
89 ― ― ― 表採 流紋岩 ― ― ― 石刃 5.75 3.15 0.90 20.20 背面と腹面の剥離面が同一方向から施される。
90 4 G8 Ⅳｂ 1707 頁岩 -76436.971 53064.114 153.179 石刃 5.41 2.66 1.30 16.60 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。
91 4 G7 Ⅲ 1252 頁岩 -76442.368 53056.482 153.984 石刃 5.50 2.00 1.10 7.10 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。
92 5 F10 Ⅳ上 1734 頁岩 -76417.084 53075.063 151.56 石刃 6.06 2.78 1.00 14.40 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。
93 3 G6 Ⅳ a上 1622 頁岩 -76449.398 53051.472 154.756 石刃微細剥離 5.00 1.80 2.90 7.30 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。側縁に僅かに剥離が施される。
94 5 Ｈ１１ ― ― 頁岩 ― ― ― 剥片 3.90 1.90 1.10 5.90 縦長剥片。
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95 4 G6 Ⅲ下 1265 頁岩 -76447.187 53055.912 154.448 石刃 1.85 3.93 1.05 7.70 背面と腹面が９０度異なる方向から剥離が施される。
96 4 Ｔ１５ Ⅵ 1 頁岩 ― ― ― 石刃 4.00 2.30 0.70 3.70 背面と腹面の剥離が同一方向から施される。

97 3 H5 Ⅳ 1533 頁岩 -76460.859 53045.765 155.673 剥片 4.00 3.70 1.00 9.60 幅広剥片、下面に礫面を残す。3 H2 Ⅳ a上 1712 -76462.497 53041.88 156.259

98 4 H9 Ⅴ上 1729 ホルンフェルス -76438.615 53081.083 154.552 剥片 4.70 4.70 1.10 24.30 縦長剥片、背面にいくつかの剥離が施され、下面に礫面を残す。4 H9 Ⅳ下 1728 -76438.351 53081.235 154.59

99 4 F7 Ⅲ下 1443 頁岩 -76434.245 53050.851 153.229 剥片 11.00 4.45 1.65 60.00 縦長剥片、背面に礫面が残る。右側が黒く変色している。4 Ｔ１５ Ⅳ 3 ― ― ―

100
1 C5 Ⅳ下 99

ホルンフェルス
-76421.479 53023.435 153.604

剥片 7.95 8.25 1.05 38.30 縦長剥片、背面は多方向からの剥離が行われているが、風化が激しく稜線が不明瞭である。1 D5 Ⅴ下Ⅵ上 192 -76423.351 53024.103 153.58
1 Ｄ５ Ⅴ下Ⅵ上 909 -76423.336 53025.712 153.584

101 3 H5 Ⅳｂ上 1602 チャート -76460.389 53052.967 155.484 剥片 4.04 2.75 1.49 13.30 縦長剥片、腹面に広い剥離面、上面にわずかに礫面を残す。
102 1 D6 Ⅳ上 10 尾鈴山溶結凝灰岩 ― ― ― 剥片 6.69 3.66 1.12 28.90 縦長剥片、底面に礫面を残す。
103 1 C4 Ⅳ 811 頁岩 -76424.833 53006.02 153.344 剥片 6.93 3.93 1.49 34.20 縦長剥片、背面に多方向からの剥離が施され、下部に礫面が残る。
104 1 ― Ⅳｂ ― チャート ― ― ― 剥片 5.43 3.12 0.73 15.80 縦長剥片、背面上部から数回の剥離が施される。
105 1 C5 Ⅳ下 I-128 頁岩 -76423.559 53017.585 153.745 剥片 2.39 3.92 0.83 6.10 幅広剥片、背面は多方向からの剥離が行われている。
106 3 H6 Ⅵ中 1610 流紋岩 -76454.871 53055.754 154.624 剥片 4.80 4.10 1.40 21.50 不定形剥片、背面に礫面を残す。
107 1 C4 Ⅳ上 I-158 頁岩 -76423.109 53011.201 153.682 剥片 5.62 1.83 0.98 7.80 縦長剥片
108 1 C5 Ⅳ中 I-133 ホルンフェルス -76423.802 53015.743 153.821 剥片 5.53 4.26 2.46 44.00 幅広剥片、背面は多数の剥離が行われ、上面に礫面が残る。
109 6 G13 Ⅳ上 1807 ホルンフェルス -76410.452 53105.454 156.813 剥片 6.55 2.97 1.31 31.30 縦長剥片、背面に広い礫面を残す。
110 3 G6 Ⅳｂ中 1623 ホルンフェルス -76448.619 53049.478 154.399 剥片 4.31 4.30 2.32 55.30 幅広剥片、背面に多方向からの剥離が施され、一部に自然面を残す。
111 1 C4 Ⅳ中 39 流紋岩 ― ― ― 剥片 5.73 4.32 1.70 30.10 不定形剥片、多方向から剥離が施される。
112 1 C4 Ⅳ 562 頁岩 -76427.636 53007.425 153.588 剥片 5.00 5.90 1.90 47.70 幅広剥片。
113 3 H4 Ⅳ下Ⅴ上 1715 ホルンフェルス -76466.984 53043.671 156.078 剥片 3.76 3.14 1.30 21.20 縦長剥片、背面に多方向からの剥離が施される。
114 1 D6 Ⅳｂ下 558 流紋岩 -76419.952 53027.009 153.695 石核 5.14 3.35 2.92 44.50 背面に広く剥離面が残り、上面には自然面が残る。腹面は不定形方向からの剥離が多数施される。
115 1 C4 Ⅳ中 249 頁岩 -76425.702 53018.068 153.693 石核 2.63 5.57 1.87 22.60 不定方向から剥離。打面転移を繰り返す。
116 1 D4 表土下 198 頁岩 -76436.731 53014.983 153.897 石核 6.43 3.80 3.45 78.40 不定方向から幅広剥片を剥離。打面転移を繰り返す。
117 1 C5 Ⅳ上 57 流紋岩 ― ― ― 石核 3.57 4.56 2.16 31.50 背面は不定方向からの幅広剥片剥離。腹面は中央に自然面が残り、不定方向にから剥離が施される。
118 1 C5 Ⅳ中 223 頁岩 -76426.076 53017.721 153.801 石核 3.30 3.87 1.73 15.20 背面は不定方向からの幅広剥片剥離。腹面は広い幅広剥片剥離。
119 1 ― Ⅳ ― 頁岩 ― ― ― 石核 3.20 2.90 2.70 22.10 背面、腹面共に不定方向からの幅広剥片剥離が施されている。残核形態は角柱状。
120 1 C5 Ⅳ 344 流紋岩 -76419.606 53024.06 153.765 石核 5.64 5.31 1.95 66.40 背面と腹面に大きな剥離面を残し、腹面には側縁からの剥離が施される。
121 2 E5 Ⅲ下Ⅳa上 1662 ホルンフェルス -76434.085 53032.131 154.706 石核 8.58 5.71 2.51 131.00 背面と両側縁に不定方向からの剥離が多数施されている。
122 3 F6 Ⅳ下 1625 頁岩 -76443.805 53043.655 154.513 石核 5.34 4.44 3.73 112.50 ２方向の作業面を転移して、上部から剥離を行う。自然面が広く残る。
123 3 H6 Ⅳ上 1520 尾鈴山溶結凝灰岩 -76450.712 53053.213 154.896 石核 9.15 10.30 4.20 441.00 背面に多数の剥離面を確認でき、腹面にもわずかに剥離面がある。

接合資料２ ― ― Ⅳ上 ― ホルンフェルス ― ― ― 接合資料 7.60 8.80 4.30 330.00 124と125の２点接合
124 1 D6 Ⅳ上 234 ホルンフェルス -76425.447 53034.276 154.043 剥片 6.21 4.48 1.22 28.00 幅広剥片、上面に僅かに礫面が残る。風化が激しく稜線が不明瞭。
125 1 D6 Ⅳ上 235 ホルンフェルス -76425.474 53033.563 154.109 剥片 7.65 7.36 4.32 302.60 背面は上面からの剥離が多数施され、腹面は礫面が残る。

接合資料3 ― ― ― ― 流紋岩 ― ― ― 接合資料 4.90 6.90 1.60 25.30 126～130の５点接合
126 1 ― Ⅳ中 一括 流紋岩 ― ― ― 剥片 2.90 2.20 0.90 4.80 縦長剥片、背面右側に礫面が残る。
127 1 C4 Ⅳ a 219 流紋岩 -76426.927 53012.912 153.736 剥片 0.95 1.91 0.43 0.70 幅広剥片、背面はほぼ礫面である。
128 ― Ｔ３ Ⅵ 5 流紋岩 ― ― ― 剥片 3.00 1.80 0.50 2.20 縦長剥片、上面にわずかに礫面が残る。
129 1 C5 Ⅳ下 389 流紋岩 -76422.418 53017.593 153.591 剥片 2.04 2.46 0.62 3.80 縦長剥片、背面は不定方向からの剥離が施される。
130 1 C4 Ⅳ 519 流紋岩 -76426.518 53013.407 153.514 剥片 3.90 4.60 1.01 14.00 幅広剥片、上面と底面に礫面を残す。

接合資料4 ― ― Ⅳ ― 流紋岩 ― ― ― 接合資料 2.30 3.70 0.90 5.50 131～133の３点接合
131 1 C5 Ⅳ 376 流紋岩 -76422.897 53016.609 153.692 剥片 1.71 1.45 0.41 1.10 幅広小剥片
132 1 C4 Ⅳ a 215 流紋岩 -76422.165 53011.321 153.693 剥片 1.72 2.21 0.33 1.80 幅広小剥片、背面に二次加工が施される。
133 1 C5 Ⅳ中 I-113 流紋岩 -76421.876 53018.673 153.81 剥片 2.23 2.80 0.43 2.20 幅広剥片

接合資料5 ― ― ― ― 頁岩 ― ― ― 接合資料 4.10 2.30 1.15 8.00 134～136の３点接合
134 1 C4 Ⅳ a下Ⅳｂ上 396 頁岩 -76422.781 53011.039 153.329 剥片 2.13 3.20 0.67 3.90 縦長剥片背面に広い剥離面、腹面上部に礫面を残す。
135 1 C4 Ⅲ中 I-152 頁岩 -76422.491 53010.306 153.725 剥片 1.26 1.91 0.40 1.00 幅広小剥片、背面に僅かに節理面を残す。
136 1 C4 Ⅳ a中 397 頁岩 -76422.579 53009.094 153.379 剥片 2.17 2.96 0.71 3.40 縦長剥片、背面に広い節理面、腹面端部に礫面が残る。

接合資料６ ― ― ― ― ホルンフェルス ― ― ― 接合資料 5.50 5.20 1.30 34.80 137～141の５点接合
137 3 H6 Ⅲ 1523 ホルンフェルス -76456.708 53054.51 155.554 剥片 2.24 1.38 0.58 1.80 幅広剥片、腹面に広く礫面を残す。
138 1 C5 Ⅳ中 I-118 ホルンフェルス -76423.121 53018.877 153.87 剥片 2.70 1.70 0.80 3.20 縦長剥片、背面下部に礫面を残す。
139 3 H4 Ⅴ上 1736 ホルンフェルス -76466.296 53043.9 156.1 剥片 2.10 1.50 0.90 2.30 縦長小剥片、背面下部に僅かに礫面を残す。
140 3 H4 Ⅳ下 1714 ホルンフェルス -76465.536 53044.336 156.115 剥片 5.67 3.23 1.31 19.20 不定形剥片、腹面は礫面。
141 4 G7 Ⅱ下Ⅲ上 1370 ホルンフェルス -76441.085 53054.756 154.011 剥片 1.65 1.40 0.67 0.80 縦長小剥片。

接合資料７ ― ― Ⅳ Ⅳ 流紋岩 ― ― ― 接合資料 3.70 5.65 3.10 34.10 142～144の３点接合
142 1 C6 Ⅳ 348 流紋岩 -76419.173 53027.594 153.769 剥片 3.79 3.81 1.19 15.80 不定形剥片、上面に僅かに礫面が残る。
143 1 C4 Ⅳ上 11 流紋岩 ― ― ― 剥片 3.30 2.03 0.56 3.70 縦長剥片、上面に僅かに礫面が残る。
144 1 D6 Ⅳ a 507 流紋岩 -76418.907 53029.719 153.694 剥片 4.68 4.39 0.99 14.70 幅広剥片、上面に僅かに礫面が残る。

接合資料８ ― H4 Ⅳ ― 凝灰岩 ― ― ― 接合資料 6.30 3.70 2.40 51.80 145と146の２点接合
145 3 H4 Ⅳ下Ⅴ上 1718 凝灰岩 -76465.892 53039.173 156.357 剥片 3.31 3.90 1.70 26.50 縦長剥片。
146 3 H4 Ⅳ 1776 凝灰岩 -76470.049 53042.577 156.279 剥片 5.82 2.74 1.90 25.40 縦長剥片、背面に多方向からの剥離が施され、礫面を残す。
147 1 D6 Ⅳ a 662 砂岩 -76422.146 53029.97 153.713 敲石 1.44 3.81 2.26 165.70 棒状礫、下端に敲打痕が残る。
148 3 H5 Ⅳｂ中 1647 砂岩 -76458.933 53052.484 155.254 敲石 13.10 4.60 2.70 233.40 棒状礫、上端、下端に敲打痕が残る。

第 7表　後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石器観察表（２）

第８表　縄文時代早期土器観察表

掲載     
番号 出土地点 器種部位 手法・調整・文様ほか 色調 胎土の特徴 備考

外面 内面 外面 内面
149 ５区G10Ⅲ 深鉢胴部 斜め方向の貝殻条痕文 指ナデ後、横・斜め方向の工具ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 ０.5～2mm乳白、白、灰色の細粒、3mm～6mmの灰色の粒を含む。別府原式系

150 ５区G9Ⅲ下 深鉢
口縁～胴部 貝殻条痕のちナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 2mm～7mm以下の乳白、赤褐色の砂粒を含む。 中原式系

151 5区G9Ⅲ下 深鉢
口縁～胴部 ナデのち横方向に工具による刺突文 横斜め方向の工具ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 1mm以下～2mmの角閃石、透明、乳白、灰色、赤褐色の砂粒を含む。中原式系

152 １区C４Ⅳ上 深鉢口縁部 横斜め方向へ貝殻条痕のち横方向へ弱い工具ナデ 横方向へ工具ナデのち指ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 1mm以下の赤褐、透明光沢、乳白、灰褐粒子を含む。 別府原式系

153 １区C4Ⅲ下Ⅳ上 深鉢口縁部 ナデ後横方向の貝殻条痕文 横・斜め方向の工具ナデ後横、斜方向のミガ
キ目 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 1mm～3mmの赤褐色、黒、乳白色の粒がみられる。 別府原式系

154 表採 深鉢底部 ナデ後、斜め方向へ工具ナデ ナデ後工具ナデ後指押さえ にぶい赤褐色 明赤褐色 1mm～3mmの角閃石1mm～3mmの白、乳白、褐、灰褐、透明
光沢粒を多く含む。

155 ３区 F6Ⅲ 深鉢口縁 山形文のち縦、横、斜め方向の工具ナデのち
ナデ 山形文のち、横方向へ工具ナデ後ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 １mm以下から4mm程の乳白、灰褐の粒を含む。 手向山式系

156 5区H2Ⅲ 深鉢胴部 ナデ後、山形文、のいち具工具ナデ 横斜め方向の工具ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 １ｍｍ～2.5ｍｍの透明光沢粒、灰褐色粒を含む。 手向山式系
157 ２区E5撹乱 深鉢口縁 ナデのち山形文後工具ナデ ナデ後山形文のち横斜め方向の工具ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 １ｍｍ～4mmの乳白、茶褐、白色小石を僅かに含む。 手向山式系

158 ４区H8Ⅲ下Ⅳ上 深鉢口縁 ナデのち山形文後、横斜め方向の工具ナデ ナデ後、山形文のち横斜め方向に工具ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ０.5mm～2mmの乳白、茶褐の細粒、微粒子、黒色光沢粒を僅かに
含む。 手向山式系

159 ３区 F6Ⅲ 深鉢頸部 ナデ後山形押型文後横斜方向の工具ナデ ナデ後、縦、横方向の工具ナデ 橙色 にぶい黄橙色 0.5mm～1mmの白、半透明、乳白、灰褐の粒を含み、2mm～
3mmの灰褐色の粒を僅かに含む。 手向山式系

160 ４区H６Ⅲ 深鉢口縁部 山形文のち、指ナデ 口唇部付近は山形文以下は工具ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 1mm～3mmの赤褐、乳白、透明光沢粒を含む。 手向山式系
161 ３区H6Ⅲ 深鉢口縁部 山形文のち、僅かにナデ 口唇部付近は山形文以下は工具ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 1mm～3mmの乳白、灰白、透明光沢粒含む。 手向山式系
162 １区C４Ⅲ下Ⅳ上 深鉢胴部 ナデのち横方向の沈線文 斜め方向の工具ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 １ｍｍ以下の角閃石、１ｍｍ以下の白色半透明の粒子がわずかに入る。手向山式系
163 １区C４Ⅲ下 深鉢胴部 ナデ後沈線文 ナデ後、横・斜方向の工具ナデ後ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 0.5mm～5mmの白、乳白、褐色、透明光沢粒を含む。 手向山式系
164 ３区G6Ⅲ 深鉢口縁部 ナデ後横、斜め方向の条痕 横斜め方向の工具ナデ、後指ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 0．5mm～1mm黒色光沢粒、1mm～1.5mmの灰褐、乳白の粒を含む。手向山式系

165 ３区Ⅲ 深鉢
口縁～胴部 ナデ後横方向の工具ナデ後沈線 ナデ後横斜め方向の工具ナデ にぶい橙色 にぶい褐色 2mm～5mmの灰褐、茶褐色の砂粒をわずかに含む。 手向山式系

166 表採 深鉢口縁部 ナデのち沈線文 横、斜め方向の工具ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 １ｍｍ～１.５ｍｍの透明光沢粒を含む。 内面に煤付着　　手向山式系

167 ５区H11Ⅲ下 深鉢胴部 ナデ後縦、横に条痕文 ナデ後、横・斜め方向の工具ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 １ｍｍ～3mmの雲母を多く含む、1mm～2mmの灰茶褐色の小石
を僅かに含む、1mm～2mmの乳白、灰、茶褐の細粒を含む。

168 ５区H12Ⅲ 深鉢胴部 ナデ後多方向の工具ナデ後ナデ ナデ後工具ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 1mm～3mmの褐色、乳白、赤褐の細粒、1mm～1mm以下の透
明光沢粒、角閃石を含む。 メンコ
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第９表　縄文時代草創期・早期石器観察表

掲載No. 調査区 グリッド 層 取り上
げ№ 石材 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標 器種 長さ

（㎝）
幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g） 観察所見

169 3 F6 Ⅲ下Ⅳ上 1379 チャート -76439.078 53042.524 154.625 有舌尖頭器 7.70 2.20 0.95 14.00 背面、腹面に縁からの丁寧な押圧剥離によって整形、基部は茎状。
170 3 G6 Ⅲ下 1215 安山岩 -76447.189 53048.803 154.801 有舌尖頭器 5.50 1.80 0.80 5.70 背面、腹面に縁からの丁寧な押圧剥離によって整形、基部は茎状。
171 3 F6 Ⅳ上 1301 チャート -76442.094 53046.608 154.46 石鏃 1.20 1.50 0.20 0.30 平面形態は正三角形、上部欠損、基部は平基。
172 3 H5 Ⅳ a 1686 チャート -76454.326 53050.393 155.162 石鏃 1.50 1.20 0.20 0.30 平面形態は正三角形、基部は平坦。
173 5 G11 Ⅲ 1385 安山岩 -76422.942 53079.031 152.559 石鏃 1.40 1.50 0.30 0.40 平面形態は正三角形、裏面の腹面には素材面が残り中央は膨らんでいる。
174 ― ― ― 一括 黒曜石 ― ― ― 石鏃 1.60 1.30 0.40 0.30 平面形態は正三角形、両側縁は鋸刃状整形、基部は深い抉りが施される。
175 4 G12 Ⅲ下 1348 チャート -76414.783 53098.839 156.055 石鏃 1.85 1.40 0.25 0.50 平面形態は二等辺三角形、基部は平基。
176 3 F6 Ⅲ下Ⅳ上 1377 チャート -76439.983 53041.458 154.778 石鏃 1.60 1.50 0.30 0.60 平面形態は正三角形、基部は浅い抉りがある。
177 3 G5 Ⅲ下Ⅳ上 1214 チャート -76446.353 53042.482 155.205 石鏃 1.90 1.00 0.40 0.50 平面形態は二等辺三角形、基部はやや深い抉りを持ち、上部、左脚部は欠損。
178 4 G10 Ⅲ下 1394 黒曜石 -76424.166 53083.749 153.356 石鏃 2.45 1.60 0.35 0.60 姫島産黒曜石製、平面形態は二等辺三角形で両側縁は鋸刃状に整形。
179 5 H12 Ⅲ 1558 チャート -76418.376 53103.363 157.259 石鏃 2.50 1.50 0.30 1.10 表面・裏面の腹面には素材面が広く残り、基部は平基。
180 5 H9 Ⅲ下 1388 黒曜石 -76434.45 53084.078 154.593 石鏃 2.70 1.90 0.40 1.20 平面形態は二等辺三角形、基部には抉りが施された姫島産黒曜石製である。
181 ― ― ― ― チャート ― ― ― 石鏃 2.70 2.10 0.40 1.90 平面形態は二等辺三角形、基部には深い抉りが施される。
182 ― ― ― ― チャート ― ― ― 石鏃 2.90 2.20 0.50 1.70 平面形態は二等辺三角形、刃部がくびれている。

183 1 C5 Ⅳ中 17 チャート ― ― ― 石鏃 1.70 1.50 0.40 0.60 平面形態は二等辺三角形、基部はやや深い抉りが入る、上部と左脚部が欠損、丁寧な押圧剥離により整形されている。

184 4 H6 Ⅲ 1259 チャート -76451.55 53056.223 154.997 石鏃 2.30 1.30 0.30 0.50 平面形態は二等辺三角形、右脚部欠損、基部には深い抉りが入る。中央部から上半部にかけて茶色味を帯びる。
185 1 D5 表土下Ⅳ上 I-74 流紋岩 -76425.419 53026.67 153.979 石鏃 2.20 1.80 0.50 1.20 平面形態は正三角形、基部には浅い抉りが施され、右脚部は欠損。
186 3 H4 Ⅲ下Ⅳ上 1208 チャート -76463.189 53043.602 156.34 石鏃 2.80 0.95 0.30 2.60 平面形体は二等辺三角形、左半部が欠損。基部に抉りを持つ。
187 3 ― Ⅳ 一括 チャート ― ― ― 石鏃 1.80 1.70 0.50 1.20 平面形体は正三角形、基部は平基で右脚部が欠損。

188 1 B4 Ⅲ中 405 安山岩 -76422.543 53005.743 153.74 石匙 4.00 5.10 0.60 19.40 姫島産の安山岩で、両側からの抉りによってつまみ状の小突起を造り出し、二次加工を下部に施すことによって刃部を造り出している。表面の一部に自然面が残る。
189 5 G10 Ⅲ 1386 安山岩 -76421.948 53079.665 152.641 石匙 3.10 7.40 0.90 21.00 表・裏両面にやや大きな剥離面を残すが、周囲に調整が施されている。風化が激しい。
190 4 ― Ⅲ ― チャート ― ― ― 石匙 4.40 4.20 1.20 13.50 右下部欠損、両側からの抉りによってつまみ状の小突起をつくり出している。
191 6 H13 Ⅲ上 1573 チャート ― ― ― スクレイパー 1.79 3.53 0.93 6.00 幅広剥片、両側面に刃部が形成される。
192 5 H11 Ⅲ 1413 砂岩 -76428.871 53099.202 156.634 石錘 3.30 4.30 1.10 24.30 長軸打ち欠き、打ち欠き部付近に黒色顔料が付着。
193 5 H12 Ⅲ上 1458 砂岩 -76420.424 53102.164 157.037 石錘 3.89 4.75 1.00 21.30 長軸打ち欠き。
194 5 H12 Ⅲ 1561 砂岩 -76419.669 53104.144 157.438 石錘 4.60 6.20 1.10 54.80 長軸打ち欠き。
195 4 G9 Ⅲ下 1340 砂岩 -76427.448 53070.491 152.525 石錘 3.70 4.55 1.00 31.20 長軸打ち欠き。
196 5 H11 Ⅲ上 1462 砂岩 -76419.013 53095.588 155.756 石錘 4.75 3.05 1.30 27.90 長軸打ち欠き。
197 5 H11 Ⅲ 1404 頁岩 -76426.736 53095.1 155.475 石錘 4.35 4.40 0.90 29.60 長軸打ち欠き。
198 5 H12 Ⅲ上 1455 砂岩 -76419.01 53103.847 157.386 石錘 4.20 4.75 1.20 35.70 長軸打ち欠き。
199 5 H11 Ⅳ上 1445 砂岩 -76428.941 53098.362 156.595 石錘 3.15 3.90 0.95 17.20 長軸打ち欠き。
200 5 H12 Ⅲ上 1451 砂岩 -76423.268 53102.617 157.113 石錘 3.60 4.35 1.10 27.10 長軸打ち欠き。
201 5 H11 Ⅲ 1410 砂岩 -76427.466 53099.766 156.566 石錘 3.50 4.10 1.00 18.30 長軸打つ欠き。
202 5 F10 Ⅲ 1475 砂岩 -76413.24 53081.756 152.499 石錘 3.60 4.10 0.90 22.00 長軸打ち欠き。
203 5 G10 Ⅲ下 1395 頁岩 -76424.087 53083.869 153.352 石錘 3.95 3.30 0.80 15.60 長軸打ち欠き。
204 5 G11 Ⅲ上 1469 砂岩 -76416.044 53092.793 154.779 石錘 5.90 5.30 1.55 67.20 長軸打ち欠き。
205 5 H12 Ⅲ下 1559 砂岩 -76420.624 53103.41 157.256 石錘 5.30 6.00 1.75 84.80 長軸打ち欠き。
206 5 H12 Ⅲ 1560 砂岩 -76420.127 53103.761 157.345 石錘 3.60 4.10 1.20 25.40 長軸打ち欠き。
207 5 G11 Ⅲ上 1465 砂岩 -76416.883 53093.707 155.109 石錘 3.05 4.30 0.80 18.10 長軸打ち欠き。
208 5 H12 Ⅲ 1555 砂岩 -76418.156 53101.543 156.987 石錘 4.00 2.40 0.95 15.20 長軸打ち欠き、右側欠損。
209 5 G9 Ⅲ 1384 砂岩 -76422.283 53076.911 152.218 石錘 3.75 4.25 1.60 36.90 長軸打ち欠き。
210 5 H11 Ⅲ 1407 砂岩 -76423.809 53096.965 155.782 石錘 2.36 3.85 6.50 9.80 長軸打ち欠き。
211 5 H11 Ⅲ 1417 砂岩 -76426.037 53100.417 156.569 石錘 4.65 5.50 1.50 54.60 長軸打ち欠き、右側は多数の剥離を施す。

212 2 D6 Ⅲ下 1672 ホルンフェルス -76427.126 53032.577 154.275 石斧 11.50 5.00 2.80 162.10 背面は両側縁側からの加工により刃部が整形されている。腹面は礫面を残す。          上部欠損。
213 1 C4 Ⅲ 41 ホルンフェルス ― ― ― 石斧 6.90 6.70 2.70 138.90 両側縁側からの加工により整形。腹面は礫面を残す。上部欠損。

214 1 B4 Ⅱ下Ⅲ上 406 ホルンフェルス -76422.674 53004.05 153.735 石斧 14.80 8.20 3.30 476.00 背面の一部に礫面を残し、両側縁側からの加工により刃部を整形。腹面は多方向からの剥離が施される。
215 1 Ｃ３ Ⅲ 一括 ホルンフェルス ― ― ― 剥片 5.30 6.50 1.70 26.90 幅広剥片、背面上部に礫面を残す。
216 1 C3 Ⅲ下 418 ホルンフェルス -76425.949 53004.241 153.819 剥片 7.98 2.34 1.84 27.70 幅広剥片、風化が激しく稜線が不明瞭。

接合資料9 ― ― ― ― ホルンフェルス ― ― ― 接合資料 14.90 9.80 3.40 523.00 214～216の３点接合

217 5 ― ― ― ホルンフェルス ― ― ― 石斧 9.85 4.20 2.50 138.40 背面は両側縁側からの加工により刃部が整形されている。腹面は礫面を残す。           上部欠損。
218 5 G10 Ⅲ 1434 砂岩 -76420.914 53085.683 153.272 円盤形石器 11.80 11.60 2.60 406.00 幅広剥片を素材とし、背面と腹面に側縁から剥離を行い円盤形に整形される。
219 ― ― ― ― 砂岩 ― ― ― 礫器 8.00 8.30 2.50 200.50 背面はほぼ自然面で、腹面は不定方向からの剥離が行われている。
220 5 G11 Ⅲ下 1474 砂岩 -76413.768 53086.001 153.26 礫器 10.65 7.74 4.98 409.60 背面に多数の剥離面を確認でき、腹面にも剥離面を確認できる。
221 4 H7 Ⅲ 1224 砂岩 -76445.493 53064.131 154.599 二次加工剥片 9.61 4.73 2.12 98.60 縦長剥片を素材とし、裏面に側縁からの剥離を多数施す。
222 5 H11 Ⅲ 1408 砂岩 -76425.799 53098.92 156.378 二次加工剥片 9.65 6.28 2.41 156.80 縦長剥片を素材とし、裏面に側縁からの剥離を多数施す。
223 1 ― ― 表採 流紋岩 ― ― ― 二次加工剥片 2.80 2.00 1.70 6.60 縦長剥片を素材とし、腹面に礫面を残す。
224 1 D6 Ⅲ下 725 流紋岩 -76423.322 53030.713 153.952 二次加工剥片 4.14 3.30 1.20 17.60 縦長剥片を素材とし、表面と裏面に鋸刃状の二次加工が施される。
225 4 F8 Ⅲ 1322 頁岩 -76429.621 53059.332 152.145 二次加工剥片 3.30 2.62 0.66 5.50 縦長剥片を素材とし、側縁に鋸刃状の二次加工が僅かに施される。
226 2 E6 Ⅲ中 1670 流紋岩 -76429.387 53032.935 154.539 二次加工剥片 3.10 3.00 0.90 6.50 縦長剥片を素材とし、側縁に鋸刃縁状の二次加工が施される。
227 5 H10 Ⅲ 1399 頁岩 -76425.837 53091.229 154.885 二次加工剥片 3.64 2.17 1.21 7.30 縦長剥片を素材とし、表面、裏面共に不定方向からの剥離を施す。
228 3 G5 Ⅲ下 1811 流紋岩 -76452.548 53048.387 155.409 二次加工剥片 2.00 3.02 0.79 4.80 縦長剥片を素材とし、側縁から二次加工を施す。
229 1 D6 Ⅲ 359 ホルンフェルス -76420.42 53030.736 153.952 二次加工剥片 2.12 3.03 0.87 4.00 幅広剥片を素材とし、表面に二次加工が施されている。
230 5 H12 Ⅲ 1565 砂岩 -76419.103 53105.542 157.618 剥片 9.23 8.12 2.19 139.90 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。
231 3 H5 Ⅳ 1584 砂岩 -76462.377 53044.992 155.776 剥片 3.79 1.64 0.63 2.90 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。
232 3 H5 Ⅲ下Ⅳ上 1167 ホルンフェルス -76465.416 53047.336 156.149 剥片 6.80 5.00 2.90 65.00 不定形剥片、背面は不定方向からの剥離を多数行う。
233 5 F10 Ⅲ 1476 尾鈴山溶結凝灰岩 -76415.147 53077.771 151.891 剥片 11.00 6.67 1.85 150.40 縦長剥片、風化が激しく稜線が不明瞭である。
234 5 G11 Ⅲ 1473 黒曜石 -76414.6 53085.76 153.333 剥片 1.90 2.70 1.30 4.20 不定形剥片、背面と側縁部に礫面を残す。南九州産。
235 1 D5 Ⅳ a 264 流紋岩 -76428.356 53020.331 153.841 剥片 3.10 1.40 0.80 2.40 縦長剥片、ナイフ形石器の未製品の可能性あり。
236 4 H9 Ⅲ下 1218 チャート -76435.178 53083.477 154.902 剥片 5.88 2.57 0.93 14.80 縦長剥片、背面と腹面に広い剥離面、側縁部に二次加工を施す。
237 4 G8 Ⅲ下 1310 水晶 -76436.596 53066.089 153.504 剥片 2.00 1.50 1.20 4.70 不定形剥片、背面に広い剥離面、腹面、側面に多方向からの剥離が施される。
238 1 C4 Ⅲ上 402 流紋岩 -76425.479 53007.16 153.828 石核 3.13 3.98 1.37 20.50 腹面に大きな剥離面を残し、背面に不定方向からの剥離面が残る。
239 4 G6 Ⅲ 1249 安山岩 -76445.935 53055.131 154.438 原石 4.00 2.50 1.70 15.90 姫島産安山岩の原石。
240 2 E5 Ⅲ下Ⅳ上 1678 砂岩 -76437.101 53031.882 154.978 石核 10.13 7.19 3.30 259.50 上部から下部に向かって剥離が行われ、腹面には礫面が広く残る。
241 5 H12 Ⅲ上 1358 砂岩 -76415.039 53105.903 157.344 敲石 10.00 4.14 3.50 191.00 下部先端部に僅かに敲打痕が見える。
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掲載     
番号 出土地点 器種部位 手法・調整・文様ほか 色調 胎土の特徴 備考

外面 内面 外面 内面

242 T43
Ⅱ層 深胴部 ナデ後依糸文後、横斜方向の工具ナ

デ 横、斜方向の工具ナデ 黒褐色 にぶい褐色 0.5～ 0.4mmの角閃石、1mm～5mmの乳白、黒、灰
褐色の粒 外面に煤付着　船元式

243 表採 深鉢胴部 ナデ後撚り糸文後工具による沈線後
ナデ

ナデ後、横・斜め方向の工具ナデの
ちナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 0.5～1mmの乳白、白、褐、灰褐、白色透明光沢粒、

3～4mmの灰褐、白色透明の粒を含む 船元式

244 ５区G10
Ⅲ層上 深鉢頸部 ナデ後縦、斜め方向の工具ナデ、後

沈線後ナデ
指なで後、多方向の工具ナデのちナ
デ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 0.5mm～3mmの白色、半透明、乳白、灰褐色の粗大

な粒を多く含み、1mm～3mmの雲母を僅かに含む 春日式系

245 表採 深鉢胴部 貝殻条痕のちナデ突帯貼り付け突帯
に沿う様にに浅い沈線文 ナデのち貝殻条痕のち軽くナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 1mm以下の白色、透明光沢粒を含み器面全体が赤っ

ぽい 春日式系

246 ４区H６
Ⅲ層 深鉢頸部 ナデ後斜方向の浅い沈線のち斜め報

告の工具ナデ ナデ後、横斜め方向の工具ナデ 橙色 にぶい黄橙色 0.5mm～1mmの白、乳白、黒、灰褐、透明光沢粒を
含む

内・外面に僅かに赤色
顔料が見られる　　　
春日式系

掲載     
番号 出土地点 器種部位 手法・調整・文様ほか 色調 胎土の特徴 備考

外面 内面 外面 内面

247 ５区表採 壺肩部 ナデ後貼り付け突帯、凹部分を指ナ
デのち突帯をナデ ナデ後、横・斜方向の工具ナデ 橙色 にぶい黄橙色 1mm以下の黒、白、乳白、透明光沢粒を含む 外面の一部に煤付着

248 表採 甕胴～底部 ナデ後底部～上方向の工具ナデ ナデ後底部～上部に縦・斜方向の工
具ナデ にぶい褐色 黒褐色 1mm～4mmの乳白、灰褐、茶、白色半透明の細粒を

多く含む
内・外面に一部煤が付
着

249 表採 甕底部 ナデ後底部～上部へ縦、斜め方向の
工具ナデ後ナデ

ナデ後底部～上部に縦・斜め方向の
工具ナデ後ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 1mm～4.5mmの褐、灰褐、乳白、白色半透明、白の

細粒を多く含む

第10表　縄文時代中期土器観察表

第11表　弥生土器観察表

第12表　Ｋ-Ａｈ降灰以降石器観察表

掲載No. 調査区 グリッド 層 取り上
げ№ 石材 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標 器種 長さ

（㎝）
幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g） 観察所見

250 5 H12 Ⅰ下Ⅱ上 1356 頁岩 -76417.15 53103.88 157.404 石錘 3.60 4.25 0.80 21.20 長軸打ち欠き。

251 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.60 4.60 0.92 26.50 長軸打ち欠き。

252 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.70 3.05 1.00 21.00 長軸打ち欠き。

253 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 2.90 5.40 0.85 20.10 長軸打ち欠き。

254 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.95 6.65 0.95 21.10 長軸打ち欠き。

255 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.65 3.60 0.70 17.20 長軸打ち欠き。

256 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.60 4.10 1.05 20.40 長軸打ち欠き。

257 4 H9 Ⅱ下Ⅲ上 1333 砂岩 -76438.614 53076.857 154.791 石錘 3.50 3.95 0.89 16.70 長軸打ち欠き。

258 5 ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.75 4.85 1.20 36.20 長軸打ち欠き。

259 5 ― ― ― 砂岩 ― ― ― 石錘 3.40 5.00 1.30 36.10 長軸打ち欠き、裏面中央が僅かに窪む。

260 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 41.50 4.35 1.00 33.30 長軸打ち欠き。

261 5 H12 Ⅰ下Ⅱ上 1355 砂岩 -76416.796 53103.143 157.142 石錘 3.55 4.55 1.10 23.50 長軸打ち欠き。

262 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.20 4.40 1.00 30.30 長軸打ち欠き、上部に剥離有り。

263 ― ― ― 表採 頁岩 ― ― ― 石錘 4.00 5.15 0.95 30.00 長軸打ち欠き。

264 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.00 4.40 1.20 32.30 長軸打ち欠き。

265 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.10 4.00 0.60 13.40 長軸打ち欠き。

266 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.85 6.70 1.20 62.45 長軸打ち欠き。

267 5 H12 Ⅰ下Ⅱ上 1359 頁岩 -76417.513 53105.688 157.492 石錘 4.45 2.75 0.90 13.70 長軸打ち欠き。

268 5 ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.75 5.10 1.20 46.10 長軸打ち欠き。

269 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.30 5.00 1.20 44.30 長軸打ち欠き。

270 5 ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 4.50 6.00 1.50 59.90 長軸打ち欠き。

271 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 3.20 3.35 1.00 15.30 長軸打ち欠き。

272 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石錘 5.75 6.10 1.50 77.10 長軸打ち欠き。

273 ― Ｔ３６ Ⅰ 1 砂岩 ― ― ― 石錘 5.45 7.75 1.80 116.00 長軸打ち欠き、右側のみを打ち欠く。

274 ― Ｔ２６ Ⅰ ― 砂岩 ― ― ― 石錘 4.80 6.90 1.40 73.60 長軸打つ欠き、左半部は側縁に多数の剥離を施す。

275 ― ― ― 表採 ホルンフェルス ― ― ― 打製石斧 5.10 4.00 1.70 32.70 両側縁からの加工により基部整形、下部欠損。

276 ― ― ― ― ホルンフェルス ― ― ― 磨製石斧 3.85 3.60 1.00 20.00 両側からの加工により基部整形、下部欠損。

277 ― ― ― ― 砂岩 ― ― ― 磨石 5.35 7.90 4.00 230.20 円礫、表面、裏面に磨面が残る。右半部欠損。

278 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 6.30 8.40 1.60 89.60 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。

279 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 7.80 8.40 1.72 144.40 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。

280 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 6.10 8.80 1.40 93.20 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。

281 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 8.90 9.10 2.20 174.10 礫素材、裏面右に礫面から二次加工が入る。

282 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 10.80 9.30 1.40 208.50 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。

283 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 剥片 6.40 7.60 1.40 76.60 礫素材、礫面形状は扁平な円礫状。

284 1 ― ― ― 頁岩 ― ― ― 二次加工剥片 6.30 4.60 1.60 41.80 縦長剥片。

285 ― ― ― ― 砂岩 ― ― ― 石核 8.80 11.10 4.00 358.00 背面に幅広剥片の剥離面を確認できる。

286 ― ― ― ― ホルンフェルス ― ― ― 石核 8.85 10.80 3.90 459.00 背面の大半は自然面であるが、上部には剥離がほどこされており、腹面は広く剥離面が残る。

287 ― ― ― ― 尾鈴山溶結凝灰岩 ― ― ― 石核 7.30 8.30 2.00 141.30 背面は自然面、腹面は広い剥離面と側縁からの剥離が多数施されている。

288 ― ― ― 表採 尾鈴山溶結凝灰岩 ― ― ― 石核 1.58 1.22 4.10 822.00 背面に剥離面が僅かに見られ、腹面には広く剥離面が見られる。

289 ― ― ― 表採 砂岩 ― ― ― 石核 7.05 7.10 2.00 120.60 背面の側縁から中央に向かって多数の剥離が施されている。
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第９節　自然科学分析の結果
１　目的

２　テフラ分析の結果
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第42図　T38試料の火山ガラス比の屈折率

第13表　重鉱物･火山ガラス比分析結果

第43図　各試料の火山ガラスの屈折率
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第 10節　総括

１　後期旧石器時代
ＡＴ下位の遺構と石器群

ＡＴ上位の遺構と石器群

後期旧石器時代の様相

２　縄文時代草創期・早期　
有舌尖頭器の出土

早期の土器・石器
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縄文時代早期の様相

３　陥し穴状遺構群について
形態と法量

縄文時代早期例との比較

遺構の時期

４　向原中尾第４遺跡の位置づけ
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向原中尾第１遺跡

向原中尾第２遺跡

向原中尾第１・２遺跡調査区全景

向原中尾第1遺跡Ｂ－１区中央部Ⅴ層遺物出土状況（南西から）

図版１　向原中尾第１・２遺跡
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向原中尾第２遺跡ＳＩ５検出状況（東から） 向原中尾第２遺跡ＳＩ９検出状況（東から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ１検出状況（南東から） 向原中尾第２遺跡ＳＩ２検出状況（南西から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ４～６検出状況（西から）

図版２　向原中尾第１・２遺跡
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向原中尾第２遺跡ＳＩ 13と検出層位（北から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ 14の配石（東から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ 17検出状況（東から）

向原中尾第２遺跡石斧埋納遺構と土層堆積（東から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ 11検出状況（南東から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ 14検出状況（南から）

向原中尾第２遺跡ＳＩ 12検出状況（北から）

図版３　向原中尾第１・２遺跡
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図版４　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第２遺跡ＳＡ２遺物出土状況（北東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ１・７完掘状況（南東から）

向原中尾第２遺跡竪穴建物跡の広がり

向原中尾第２遺跡ＳＡ２完掘状況（南東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ２検出状況（南東から）
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図版５　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第２遺跡ＳＡ３炭化材と焼土の広がり（東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ３全景（西から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ３炭化材検出状況（南東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ３検出状況（東から） 向原中尾第２遺跡ＳＡ３土層堆積と炭化材との関係（南から）
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向原中尾第２遺跡ＳＡ５完掘状況（南東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ５遺物出土状況（東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ４土層堆積状況と遺物（北東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ４埋土上遺物出土状況（北東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ６遺物出土状況（南東から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ５土層堆積（南から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ４完掘状況（北西から）

向原中尾第２遺跡ＳＡ４伏せて置かれた弥生土器の甕（南東から）

図版６　向原中尾第１・２遺跡
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向原中尾第１・２遺跡旧石器時代遺物

向原中尾第１・２遺跡縄文時代早期石器① 向原中尾第１・２遺跡縄文時代早期石器②

図版７　向原中尾第１・２遺跡
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図版８　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第１・２遺跡縄文時代早期石器③ 向原中尾第１・２遺跡縄文時代早期石器④

向原中尾第１・２遺跡縄文時代早期石器⑤ 向原中尾第１遺跡縄文時代後・晩期土器
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図版９　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第２遺跡ＳＡ３出土遺物 向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器①

向原中尾第２遺跡ＳＡ１・７出土遺物 向原中尾第２遺跡ＳＡ２出土遺物

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器② 向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器③
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図版 10　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土石器

向原中尾第２遺跡ＳＡ５出土土器①

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器⑥

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器④

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器⑦

向原中尾第２遺跡ＳＡ４出土土器⑤
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図版 11　向原中尾第１・２遺跡

向原中尾第２遺跡包含層出土石器

向原中尾第２遺跡ＳＡ５出土土器②

向原中尾第２遺跡ＳＡ５出土土器③

向原中尾第２遺跡出土水晶・軽石

向原中尾第１遺跡包含層出土土器

向原中尾第２遺跡ＳＡ５出土土器④
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図版 12　向原中尾第４遺跡

ＳＩ４検出状況（南西から） ＳＩ２・３検出状況（南西から）

３区土層堆積状況（北西から）

向原中尾第４遺跡より尾鈴連峰を望む
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図版 13　向原中尾第４遺跡

ＳＣ４（Ｆ－Ｆ ’）杭状痕跡検出状況（北東から）

ＳＣ３完掘状況（北東から）

陥し穴状遺構分布状況

ＳＣ４（Ｉ－Ｉ ’）杭状痕跡検出状況（北東から）

ＳＣ４杭状痕跡検出状況全景（北東から）

ＳＣ３杭状痕跡プラン検出状況（北東から）

ＳＣ１杭状痕跡検出状況（北東から）
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図版 14　向原中尾第４遺跡

後期旧石器時代Ⅰ期出土遺物①

ＳＣ４周辺地形（北東から）

後期旧石器時代Ⅰ期出土遺物②

ＳＣ６（Ｃ－Ｃ ’）杭状痕跡検出状況（北東から）

ＳＣ６（Ａ－Ａ ’）杭状痕跡検出状況（北東から）

１

８

９

10

15

11

12

4

３

1413

16

19 18

17

２

５

６ ７

21

23

24

20

25

22



‐129‐

図版 15　向原中尾第４遺跡

後期旧石器時代Ⅱ期スクレイパー

後期旧石器時代Ⅱ期ナイフ形石器

後期旧石器時代Ⅲ期出土遺物

後期旧石器時代Ⅱ期尖頭器
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後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期石核

後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期剥片

図版 16　向原中尾第４遺跡
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縄文時代早期石器①

縄文時代早期土器

図版 17　向原中尾第４遺跡
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石錘

縄文時代早期石器②

図版 18　向原中尾第４遺跡
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